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第一章












　会社近くの最寄り駅に到着すると、構内はたくさんのサラリーマンやＯＬでごった返していた。有名なオフィス街となれば当然の光景であり、深み山やま椿つばきもまた、自分が勤めている会社へと向かう。

　穏やかに晴れた心地良い陽気だが、時折吹く冷たい風が椿の頬を撫で、それさえも気持ちいいと感じる。こんな日にはいいことがありそうだという予感に胸を躍らせて、緩いウエーブがかかった髪を手ぐしで整えた。

「おはよう、椿」

　自分を呼ぶ声が聞こえて振り返った椿は、同僚の三み上かみ沙也さやがいることに気づく。長い髪をお団子に束ねた、きりっとした印象の彼女は、すでに結婚をしており、四歳児の母親でもある。

「おはよう、沙也。今日は保育園に行かなかったの？」

「今日は旦那が有休を取ったから、代わりに保育園に送ってくれたのだよ」

「結婚して五年。あいもかわらず夫婦仲がよろしいことで」

　同じ年齢の人妻で子持ちの沙也をうらやましく感じるが、椿はいまだに結婚相手どころか、彼氏すらもいない。

　それどころか、男性といい雰囲気になった経験は大学生の頃が最後だし、会社に入社してからは仕事を優先してきた。

　絶対に負けたくない相手がいたから、そのことに悔いはない。だが、二十八歳になったいま、彼氏がいないのはちょっとだけ寂しい。

「彼氏ぐらい作ればいいのに……。椿には社長がいるじゃない」

「社長って誰よ。あいにく私には、彼氏にできるような、社長のアテなんてありません」

「……まぁ、椿はツンデレだからしかたないか」

　大袈裟にため息をつきながら、そんなことを言ってくる沙也にむっとする。そのとき、目の前に外国産のスポーツカーが停車し、運転手が窓から顔を出した。すると、周囲にいる女子たちが黄色い悲鳴をあげる。

　声の向けられる先は、我が社の社長である。

　眉目秀麗で彫りの深い顔立ちをしているのでイケメンと呼ばれるのも頷けるし、オーダーメイドであろう品のよいスーツは彼によく似合っていた。

「我が社のイケメン社長は、いつ見ても目の保養になるわ」

「……顔はいいけれど性格は最悪だって、なんでみんな気づかないかな。ほんと、節穴もいいところだわ」

　それどころか、椿にとっては、いいことがありそうな予感を軽く吹き飛ばし、苛立ちすらも覚えるような相手でしかなく、存在自体も迷惑なくらいだ。

　このまま自分に気づかずにさっさと駐車場に行けと願いながら歩調を速めると、男は車から降りて、椿のいる方へ歩いてきた。

「そこの女。いま、俺のことを迷惑だと思っただろう？」

「わかってるならさっさと駐車場に行けば？　うざいから」

「こんないい男を捕まえて、うざいとか言える変な女だもんな、椿は……」

　ため息まじりに自分を変な女だと言ってくるこの男に怒りがこみ上げる。だが、なにを隠そう、大学時代からの腐れ縁の相手なのであしらい方も、もはやお手のものだ。

　とにかく、近づきたくないが、そんなわがままを言っていられない人物だった。

　――新しん堂どう総そう士し、二十八歳。二十五歳で父親から会社を継いで社長になっただけではなく、大学時代から女性下着部門のランジェリーデザイナーとして活躍している人物でもある。

　椿にとっては大学時代からの同級生で、犬猿の仲でしかない。

「自分でいい男って言う人ほど、女子には相手にされないんだから」

「俺のようないい男なら女は掃いて捨てるほど寄ってくるんだが、どこかの喪も女じょには俺の魅力がわかるわけねえか」

「もっ、モテないわけじゃないもん！」

「二十八歳にして彼氏すらいないなんて、立派な喪女だろう」

　椿を見透かしたようにあざ笑う総士に怒りがこみ上げるものの、それすらも彼に見せるのは癪で、毅然とした態度で振る舞おうとする。

「行こう、沙也。こんな男に関わってたら会社に遅刻するから」

「ちょ……、椿!?」

　椿は、困惑している沙也の腕を引っ張って歩きだした。もはや総士の存在にはいっさい気づかなかったふりをして。

「社長がいるのに無視しちゃっていいの？」

「総士は私をおもしろがってるだけだから、これ以上相手にするとろくなことにはならないよ」

「なんで顔を合わせると、いつも同じようなケンカをするわけ？」

「あいつの脳が小学生だからでしょ！」

　たとえ仕事ができる有能な男だとしても、総士の脳は小学生並だとつくづく思う。だが、どういうわけなのか、彼がほかの女性を相手にケンカしているところを見たことがない。

　まるで椿限定でいじわるをしているような気もするが、そこはあえて考えないようにする。

「いい大人なんだから、そんなにツンツンしちゃだめだよ」

「それは、相手が総士だからよ。いくらなんでもほかの男にこんな態度は取らないもん」

「椿は誰に対してもツンとした性格じゃない」

　内心、誰に対しても素直になれないのは自分でもわかってはいるのだが、それを認めたくないので黙るしかない。いいことがありそうな予感はどうやら思い過ごしでしかなかった、とため息をつきながら社内に入った。










　大手アパレルメーカーの『sindo』は主に下着を中心に扱っているブランドだった。近年は社長である総士がランジェリーデザイナーをしていることもあり、若い女性から支持を受けていた。

　日差しが差し込む、白を基調とした清潔感漂う落ち着いたオフィスは気に入っているし、人間関係も良好なのでこの仕事は好きだ。

　――総士がいなかったら最高の職場だったのに――。

　それが、椿にとっての唯一不満な点だった。大学時代に総士が『sindo』の社長の息子だと知っていたら、この会社には勤めていなかったといまでも思う。










「俺、この会社の社長の息子だから……」

　総士が椿にその言葉を言い放ったのは、入社式の当日だった。

　風の噂では総士はほかの会社に行くと聞いていたし、誰も彼が『sindo』の社長の息子だとは教えてくれなかった。それどころか、親友はしきりに『sindo』への入社を勧めてきた。

　いま思うと、総士がなんらかの形で裏から手を回したに違いないが、当時は誰か教えてくれてもいいのにと周囲を恨めしくも思った。それでも仕事を辞めなかったのは総士に絶対に負けたくない気持ちが強かったからだ。そのためいまだにまともな恋愛もできずに処女のままだった。

（それ以上に、あいつが人の恋路を邪魔したから恋するのも面倒になったんだよね……）

　二十八歳になっても恋愛ができないのは総士のせいじゃないことぐらいはわかっている。けれど、なんとなく総士のせいにしてしまう自分がいた。










「椿、さっきからなんで黙ってるの？　さては社長のことでも考えてた？」

「まっ、まさか！　というか、なんでそこで総士が出てくるのよ」

「昔からケンカするほど仲がいいって言うじゃない。ほら、ふたりの関係って、まさしくケンカップルそのものだもん」

「私たちをそばで見てきたくせに、よくありえない妄想を思いつくわね。沙也」

　椿と総士の関係を知らないならともかく、社内でも一番仲がいい沙也に言われるのは心外だとつくづく思う。だが、社内の雰囲気からすると、そう思われているふしがあるのもたしかだ。

　どうしたらそんなふうに思えるのだろう、と考えてみてもわからないので、ため息をつくことしかできない。そんなことを思いながら着替えを済ませた。

「毎日言ってるけど、総士とはただの腐れ縁で犬猿の仲！　ただ、それだけよ」

「わかったから、そんなに騒がないの」

（絶対にわかってないでしょ！　沙也のバカっ）

　椿の言動を熟知している沙也は適当なところで話を終わらせてしまう。それが不服でたまらないが、始業時間が迫っているので、口には出さずに自分の部署へと向かった。










　女子更衣室から所属部署である商品企画部に移動した椿は、自分の机に向かいパソコンを立ち上げて一息つく。さきほどまでの総士とのやりとりを思い出してしまい、今日こそはいいことがありそうな予感がしたはずなのに、と朝からがっくりと肩を落とした。

　そこで、コーヒーのいい匂いに鼻腔がくすぐられた。

「椿先輩、朝からため息なんかついてどうしたんですか」

　自分のことを心配そうな顔で見つめるのは、後輩の田た所どころ優ゆ樹き菜な。気を遣わせて申し訳ないと思いつつ、彼女が机の上にマグカップを置く様子を眺めていた。ここぞというときに気が利く後輩のことだ。きっといつもより甘めに入れてくれたのだろうと予想してマグカップに口をつける。

「今日も朝から見たくもない顔を見たせいで機嫌が悪いのよ」

「ある意味、いつものことですけどね……。あ、そういえば、今日は新ブランドのプロジェクトメンバーが発表される日ですよね？」

「どこかの社長の個人ブランドだったわよね。私は間違っても選ばれたくないけれど」

　いま、社長でありデザイナーである総士が個人ブランドを立ち上げるとあって、業界では注目の的だ。

　悔しいけれど仕事のできる敏腕社長なのは間違えないと思いながら、コーヒーを飲む。

「先輩ほど仕事ができる女性社員はいないから、先輩が選ばれる可能性は大きいですよ？」

「そんなことはないし、私以上に仕事ができる女性社員はいるから」

　内心では総士と仕事をしたくない気持ちが強いが、社会人として自分の感情を押し出すのはいかがなものかとも思い、ぐっとこらえる。それ以前に総士だって椿を選ばないだろう。

　そこで、部長の尾お崎ざき篤あつ志しが入ってくると、部署にいる社員たちの空気も引き締まる。

「先日、社長の個人ブランドが発表されたが、今日はそのプロジェクトのメンバーを発表する」

　部長が、当然のようにいきなりその話をはじめたことで周囲がざわついた。周囲の興奮が冷めやらぬ中、広報部から新プロジェクトメンバーに選ばれた社員が発表されていく。

　その中には優樹菜も含まれており、これからは彼女に癒されることがなくなるな、と椿は他人事のように考えていた。

「それから、深山。おまえがプロジェクトの主任だ」

「へっ!?」

　最後の最後で思いもしなかった名が呼ばれ、椿は会社の中というのも気にせず、素っ頓狂な声を上げる。まったく予想もしていなかった事態に直面して、動揺が隠せない。

「特におまえに関しては、会長自らが社長の補佐をしてほしいとおっしゃっていた」

「なんで!?」

「なんでって、おまえが社長にはっきり意見を言える人間だからだろう」

「…………」

　突然のことに、部長に対しても素の口調になってしまっているが、それをとやかく考えている余裕はない。それよりも、なぜ自分が主任に選ばれたのかが謎で、先行きが不安でしかたなかった。

　しかも、総士の父親である会長直々に、総士の補佐をしてほしいと言われたら、嫌とは言えないだろう。

（どう考えても、あのバカが仕組んだことじゃない！）

　職権乱用をしてまで嫌がらせをしてくる総士が腹立たしくて心の中で罵るが、一向に気分は晴れない。こうなったら、社長室に出向いてでも文句を言ってやらなければ気が済まないと内心でつぶやきながら席に戻るしかなかった。










　休憩時間になった途端、最上階にある社長室に赴き、乱暴に扉を叩く。もしも、この場に上司がいたら叱られるのは間違いないが、それでも怒りが収まらないのだからしかたがない。

「入ってこいよ。椿……」

　自分の名前を呼ぶ総士の声に、彼がなにもかもを見透かしていたのだと悟り、悔しくなる。だからといってここで引き下がりたくもなかった。

　そんなことを考えながら社長室のドアを開けると、当の本人は、平然とした様子で資料に目を通していた。

（真面目な顔でなにもしゃべらなければ、かっこいいのになあ。この男、顔だけはいいから）

　いい男だと思ってしまう自分もありえないが、実際に総士よりもかっこいい男性を椿はほかに知らなかった。見た目だけに関しては、だが。

「めったに社長室に来ない椿がここに来るなんて、俺になにか用かでもあるのか？」

「あんた、理由わかってて聞いてるでしょ！　私があんたのプロジェクトの主任なんて冗談じゃないわ！」

「そのことなら本気だし、おまえしか俺のサポートをできる人間はいないと思ってる」

「なっ……!?　いったいなに考えてるのよ。たちが悪いわ」

　総士からこんな切り返しをされるとは思ってもおらず、やはりなにか企んでの行動でしかないと悟る。そうでもない限り、総士の口から自分を褒めるなんてありえない。

　そう思っているはずなのに、予想外の言葉に思わず胸がドキリと高鳴ってしまう。

「実際、俺に意見を言える社員なんておまえぐらいだろう」

「悪かったわね……」

「別に悪くないだろう。おまえが俺の思い通りにならないことぐらい、これでもかってほどわかってるからな」

「意味がわからないわよ」

　特別感を出してくるのは正直ずるい。総士がふざけたことを言うのはいつものことだし、長年の経験もあってか椿にはその耐久性もある。だが、これがほかの女子であれば勘違いをしてしまいそうな言葉だ。

　本当にたちが悪い男だとある意味感心してしまうが、それもしかたのないことかもしれないと感じていた。

「あんたって、女に対していつもそんなことを言ってるの？」

「そんなことってなんだよ。はっきり言わないなんて椿らしくないぞ」

「だから……その、意味がわからない言葉よ」

「どうして俺が勘違いをするような女に、わざわざ思わせぶりなことを言ってやらなきゃいけないんだよ」

　いままではからずも傍にいて気づいたことは、総士は自分から近づいてくる女を相手にしないということ。どんなにきれいな女性から言い寄られても、軽くあしらっているのを椿もよく目にしていた。






「それより、私はあんたのプロジェクトに関わる気は一切ないから」

「社長命令でも突っぱねるなんて、やっぱり変わってるよな。椿は……」

「変わってるとかじゃなくて、あんたに付き合っていられないの」

「それでも、おまえの勤務態度を総合的に判断して決めたことだし、何度も言うがおまえしか俺のサポートをできる人間はいない」

「だから、同じことを二回言えばいいって訳じゃないでしょ」

　いつもとはちょっと違う雰囲気の言い争いになってしまい、椿は精一杯の強勢を張ってみるものの怯みそうになる。

　総士相手に負けたような気分になるのは最悪だが、絶対にそんなことを悟らせないようにするのがせめてもの矜きょう持じだった。

「少し考えてから答えればいいから。そんなにすぐに答えを出そうとするな」

「えっ……？」

「おまえにとっても悪くない話だろう」

（そうだけど……でもっ）

　たしかに主任になる話は椿にとっても悪い話ではない。それどころか、自分の仕事ぶりを認められてのことと考えれば誇らしいことでもある。

　そのぐらいは椿にだってわかっている。けれど、仕事中でもこの男と顔を合わせなくてはならないのが嫌だ。

「わかったわよ。ちょっとだけ考えてあげればいいんでしょ！」

「それでこそ椿だな」

「言っておくけど、会社のためなんだから……！」

　まるで自分に言い訳をするかのように、その一言をつぶやいてから踵を返した。

　社長室から去った後も、椿の心の中にはもやもやとしたものが残り、小さなため息をつくことしかできずに先を急いだ。

　だが、途中で部長の姿を見つけ、彼が自分のことが心配で待ってくれていたことに気づく。

「やっぱり、社長に直談判してきたのか？」

「はい、ご心配をおかけして申し訳ありません」

「いや、深山なら社長に直接言いに行くだろうなと思っていたし、社長もそれをわかってたみたいだからな」

　自分の行動を予測していたのは、どうやら総士だけではなかったらしく思わずうなだれる。

「やってみろよ。このプロジェクトに社運がかかってると言っても過言ではないし、おまえにとっても大きなチャンスだからな」

「……はい」

　この雰囲気だと、十中八九、椿が主任になるだろう。もはや断れない状況に追い込まれている。

　そんなことを思案しながら、突然すぎる事態に、椿は困惑するしかなかった。
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「どうしてこんなことになるのかなぁ……。それもこれも、全部総士のせいだよね」

「食べるか文句を言うかどっちかにしてよ。お行儀が悪いわよ」

　昼休みになり、沙也と一緒に社員食堂へと赴いた椿は、サバの味噌煮定食を頬張りながら総士への不満をもらし続けていた。

　仕事中でさえ、どんなに集中しようとしても怒りが収まる気配はなかった。常にイライラしている状況で、沙也にお行儀の悪さを指摘されても聞く耳を持てない。

「主任になるって話なのに、あんたはどうしてここまで不機嫌になれるのよ」

「総士と仕事をしなくちゃいけないのが腹立たしいの！」

「仕事に私情を持ち込むのは社会人としてどうかと思うし、椿にとってはチャンスでしょ」

　呆れたようにため息をつきながら正論を言ってくる沙也にむっとしながらも、サバの味噌煮を箸でほぐす。入社時からの友人ならちょっとぐらいは椿の気持ちを察してほしいものだ。

　しかし、沙也だけではなく、中学から大学までずっと一緒だった親友ですらわかってはくれないのだ。

　つまり、総士に関しては誰もが同じように思うところがあるらしい。

「私の周りにいる人って、誰も私の味方になってくれないんだよね……」

「相手が社長だからじゃないの？」

「そこが問題だからっ！」

　かなり腑に落ちないと思いつつもいつものことなので慣れてしまった自分もいる。沙也の言うとおり、私情を持ち込んでいるのもわかってはいるのだ。悔しいけれど椿がどんなに不平不満を言ったところでわがままでしかないのだろう。

「総士から逃げられないことぐらいわかってるけど、少しは私の気持ちを察してくれてもいいのに……」

「わかってるなら早く素直になればいいのに……」

　ぼそりと聞こえた沙也の言葉に反論する気にもなれずお味噌汁に口をつける。こんな気持ちで食事を味わうどころではないが、いまの椿には回避する手立ても見つけられなかった。










　昼休みが終わった部署でパソコンを立ち上げるものの、頭の中はいまだに新プロジェクトに参加するべきかどうかで揺れていた。部長や沙也の言うとおり、プロジェクトの主任として抜擢されたのだから椿にとってはこの上のない話だ。

　総士に負けたくない一心で、自分なりに仕事をがんばってきた。それが認められたのだから嬉しくならないはずもない。

（頭ではわかってるんだけど、総士のプロジェクトっていうのがなぁ……。ランジェリーデザイナーなんだからしかたないけど）

　この仕事をするまでは、総士がランジェリーデザイナーだということが納得できなかったけれど、いまでは男性デザイナーもあたりまえのようにいると知っている。

　それどころか、勝負下着と呼ばれる、男性に見せるためのランジェリーは、男性がデザインしたほうが売れ行きもいいようだ。純粋に好きな相手の心をつかみたい乙女心をくすぐっているらしい。

　今回のプロジェクトは、まさにそんな純真な乙女心をくすぐることをコンセプトにしている。ようするに、同じ女性目線で非の打ち所がないプロジェクトメンバーになれることは、社員にとっても誇り高い。

（あとは、総士に目をつぶればいいだけなんだよね――）

　その結論に達して、ようやく自分の置かれた状況を受け入れることに成功する。

「先輩、やっぱり新プロジェクトのことで悩んでるんですか？」

「えっ……？　あっ……」

　考えごとをしていた椿は、隣の席に座っている優樹菜に声をかけられて慌てふためいた。いつもなら仕事中にこんな失態は見せないのにと思うと、悔しくなる。

「私、先輩が主任になるって聞いて嬉しかったんです」

「優樹菜ちゃん……」

「だって、私がこの会社に入った頃から先輩は私の憧れですから」

　頬を染めながら話す優樹菜のかわいさはさることながら、後輩に慕われていると思うと尚更嬉しくなる。

「私、新プロジェクトをやろうかと思うんだけど、優樹菜ちゃん、そばにいてくれる？」

「はいっ！　私、椿先輩に付いていきます！」

「ありがとう。優樹菜ちゃん」

　優樹菜のかわいらしい笑顔を見れば見るほど、素直になれない自分のことが嫌いになるが、椿にとって彼女は心強い味方だ。だからこそいつまでも悩んでいてもしかたがないと思い、新プロジェクトの主任になる決心をした。










　一度、結論を出してしまえばその後の椿の行動は早い。よく言えば気持ちの切り替えが早いのだが、当の本人にとっては「単純」の一言につきる。






「なんで部長に告げてから、すぐにあんたの耳に入るのよ！」

「おまえの気が変わらないうちに連絡しろと、尾崎に言ったからな」

「あんたって本当に無駄に頭いいよね……」

「椿に褒められるなんて嬉しいな」

「腹黒いって言ってるのっ！」

　どこをどうすれば褒めていると勘違いできるのかと呆れてくるが、総士が先手を打ってくるのはいつものことだ。だからこそ腹立しいが、こうなった以上は目をつぶるしかない。

「ところで、いつから新プロジェクトのほうに関わるの？」

「そうだな、早くこっちの仕事に着手してほしいんだが、まずは後釜に仕事を引き継がせてからだよな」

「一応、ちゃんと社長をしてるんだね」

　傲慢社長だとばかり思っていたが、社員のことをちゃんと考えている総士に少し驚く。

「椿が俺のそばにいたいって言うなら、いまからでもここで仕事してもいいんだぞ」

「誰があんたなんかのそばにいたいもんですか！」

「あいかわらず素直じゃねえな。椿」

　ニヤニヤしながらそんなことを言ってくる総士のことを心底ありえないと思う。どう考えても彼と仕事をすることは不安でしかない。

　けれど、一度答えを出してしまったのだからいまさら覆せない。そんな頑固な自分の性格に、自分でも呆れてくる。

「真面目な話、俺のサポートを引き受けてくれてありがとな」

「そう思うならちょっとは感謝しなさいよ」

「俺とおまえの仲だ。きっとこのプロジェクトは成功する」

　内心、どんな仲なんだと問いつめたいが総士のことだからとまたふざけたことをぬかすに違いない。そう思った椿は「犬猿の仲」ということで結論づける。

　にも関わらず、屈託のない顔で笑っている総士の表情に、胸がもやもやしっぱなしだった。
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　主任になると決めて二週間後、早くも新プロジェクトの部署が設立されて、椿はいままで以上に忙しい日々を送っていた。

「主任、この書類はこれでいいっすか？」

「ごめん。いま手が離せないから、あとで確認してから上坂うえさかくんのところに持って行く」

　仕事で上に立つ経験がなかった椿は仕事をこなすので精一杯で、こんな自分にはたして主任が務まるのかと自問してしまう。はじめての経験だからと部署の面々は大目に見てくれるが、不甲斐なさを感じて落ち込む。

　部下の上坂湊みなとが椿の心情を察したのかにこりと笑いかけてきた。

「そんなにすぐじゃなくてもいいので、もっとリラックスしてください」

「……ありがとう」

　気のいい上坂はそう言ってくれるが、彼が受け持っている仕事を考えればすぐにでも確認しなければならない案件だ。それなのに気を遣わせている自分が嫌になる。

　さらに、そこでなぜか総士と目が合ってしまい、ますます居心地の悪さを感じる。

「上坂。俺でも確認できることなら見てやるから、その書類をこっちに寄こせ」

「はっ、はい！　社長」

　自分と上坂の様子を見ていたらしい総士の発言で、彼は椿の机から書類を持って行ってしまう。その様子に茫然とした椿は、総士が自分以上の仕事量をこなしていることを思い、思わず顔が青ざめた。

　いてもたってもいられない気持ちになるが、上坂に的確な指示を出している総士を見て、さらに胸が落ち着かない。

（本当に私、主任なんて大役が務まるのかな……）

　本来なら主任になると聞かされた時点で総士のことではなく、もっとその点について悩むべきだったと、いまさらながら後悔して落ち込んでしまう。だからといって、これ以上の失態をくり返したくないので、椿は一心不乱にパソコンと向き合っていた。










　昼休みになっても、椿は社員食堂にも行かずパソコンで書類作りをしていた。思っていた以上に主任の仕事をこなすのは重労働だ。

　頬にひんやりとした冷たい感触がして、思わず顔を上げるとペットボトルのミルクティーを持っている総士がいた。

「おまえさ、自分ひとりで抱え込まずに俺を頼ってもいいんだぞ。どうしようもなく頑固な女だな」

「頑固で悪かったわねっ」

「これを飲んで少しは頭を冷やせ。コンビニで握り飯も買ってきたから食っていいぞ」

「昼休みなのに、あんたは食事に行かなくてもいいの？」

　どうしてここに総士がいるのかと茫然と考えていると、彼は椿の隣に座り、コンビニの袋からおにぎりやサンドイッチを取り出してそのひとつを頬張る。

「昼休みなんだ。俺がどこで飯を食べようと自由だろう」

「そうだけど……」

「それより、無理してこなす必要はないからな。俺もいるんだ」

「あんたがいたところで頼りになるわけがないでしょ」

　新プロジェクトに参加してからというものの、何度も総士に助けられている。それは素直に感謝している。いまだって椿のことを考えてくれているから、わざわざコンビニで昼食を買ってきたのだろう。

　そう思うとちょっとは素直になってありがとうぐらい言ってやってもいいような気もする。そう思いつつも、素直になれない椿はお礼の言葉を飲み込んで、ミルクティーを飲むだけだった。

「私、本当に主任なんて大役を果たせるのかな。みんなに迷惑をかけてばかりだし」

「そんなことはねえだろう。椿はよくやっている」

「……いつもみたいにバカにされるかと思ってたのに」

「おまえが真剣に悩んでるのに、バカにしてどうするんだよ……」

　小さくつぶやかれ言葉に茫然とし、思わず総士の顔を見る。だが、顔を覗き込もうとした途端、わしゃわしゃと髪を撫でられてしまい、だんだんといつもの怒りが沸いてきた。

「ちょっと……人の頭を撫でないでっ」

「いつものおまえなら大丈夫なんだから、そんなにしおらしくなるなよ」

「えっ……？」

「椿は人の上に立てる優しい上司になれると思ったから、俺が主任に選んだんだ」

　まるで、自信を持てと言わんばかりの総士の優しさに驚くが、彼が自分を慰めようとしてくれているのは初めてではない。だが、とてもわかりづらいのでそのときはわからないことが多いし、なんとなく感じる程度のものだった。

「大学時代で知り合って何年も経つのに、いまだに総士がよくわからないわ」

「そうか？」

「バカにしてるかと思えば、ちょっと優しいところも見せてくるし」

「俺も、そろそろ好きな女を本気で口説かないとな」

「はぁ……？　そんなの私に言わなくても勝手にすればいいじゃない。っ」

　いつになく真剣な表情の総士に驚くが、自分には関係がないので適当にあしらってハムチーズのサンドイッチを口にする。

「頑固なのに加えて、鈍さも筋金入りだから、おもしろいほど予想通りの反応するんだよな」

「本当に意味がわからないし、私には関係ないじゃない」

　いたずらに椿の反応を楽しんでいるかのような総士の態度を前にすると、本当に性格が悪いと思う。だが、人の恋路に口を出すつもりもないので、ただ、顔を背けるだけに留める。

「とにかく、ひとりで抱え込もうとするなよ。いいな」

「……わかったわよ」

「おまえが抱えてるものは、俺が一緒に背負ってやるから」

　頭にポンと手を乗せて微笑んだ総士の顔が、いつもとは違うような気がするのはどうしてだろう。ふいにそんなことを考えていると、彼は何事もなかったかのように部署を出ていった。

　いったい、総士はなにがしたかったのだろうと考えているうちに、昼休みを終えた部下たちが戻ってくる。

「先輩、今日のお昼はコンビニだったんですね。いま、お茶をいれますね」

「優樹菜ちゃん、ミルクティーがあるから気にしないで」

　新しい部署に来ても席がそこまで離れなかったため、優樹菜がコンビニの袋に気がついて、すかさず気を利かせてくれる。だが、どういうわけか総士からもらった冷たいミルクティーが飲みたい気分だった。










　お昼休みを終えて午後の就業時間となり、午前中の忙しさが嘘のように仕事を進めることができた。自分でなんとかしないといけないと頑なだった心がほぐれたせいだろうか。

　ふと、そんなことを考えながら総士をちらりと見る。

（仕事中の総士って、悔しいけどちょっとかっこいい気がするんだよな……）

　新プロジェクトに参加するまでは仕事をしている総士の姿なんてまともに見たことがなかったし、ましてや嫌いだから気にも止めなかった。それなのに、なぜだろう。いまは、書類に目を通している彼にほんのちょっと胸がときめいている。

　鼻筋の通った眉目秀麗な顔立ちと、適度に引き締まった美しい身体。そんな完璧な外見の総士が、己の好きな人を本気で口説いたなら、すぐに彼女は堕ちるだろう。

（って、私が考えることでもないか……）

　しかし、そうなってしまえばこうやって頻繁に総士を見ることもできないだろう。椿にかまっている暇があったら、彼女にかまうに決まっているのだから。そう思うと、すこし寂しい気も否めない。こんなことを考えてしまうのも、きっとこのミルクティのせいだろう。

「椿、ちょっといいか……」

「えっ、あっ、はい！」

「いまから社長室に行くから、ついてこい」

「はっ……わかった」

　名前を呼ばれて、慌てて総士がいる席に向かうと、なぜか突然腕を引っ張られてエレベーターに乗せられる。上司命令だとはいえ、総士の行動が理解できない。

「ちょっ……、いきなり社長室についてこいなんてどういうつもりなの？」

「自分がどうして、ここに連れて来られたのかわからないなんて呆れた女だな」

「あんたが言ってる意味がまったくわからない」

「おまえ、さっきずっと俺のこと見てたよな。あんな熱い視線感じて、冷静でいられるほうがおかしい」

「そんなことっ……」

　人をエレベーターに連れ込んだかと思えば、意味のわからないことをぬかしてくる。反論しようと口を開きかけたが、逆に唇が塞がれて最後まで言葉を紡ぐことができなかった。

（……って、この男、なにをしてるの!?）

　椿の前で好きな女を本気で口説くと宣言したのはついさっきだ。それなのにどうして総士が自分にキスをするのかわからず、目を見開く。

　正真正銘、生まれてはじめてのくちづけ。それが、こんな形で実現されるなんて思ってもみなかった。
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「キスするときぐらい目を閉じられないのかよ。この喪女は……」

「って、あんたがいきなり……！」

「椿を喪女にしたのは俺だから責任を取って、男を煽るとどうなるかぐらいは教えないとな」

「はい!?」

　あまりの言葉に開いた口が塞がらない椿と、そんな椿を余裕綽々の表情で見ている総士。この状況は「迫られている」という以外の言葉で表現しようがない。

「好きな女を本気で口説くって宣言しただろう？」

「……したからこそ、私にキスをする理由も迫ってくる理由もわからない」

「そこまで鈍いなら、もう容赦はしてやらないから覚悟しとけ」

（ちょっと待って！　これってどう考えてもおかしいっ）

　彼がなにを考えているのかわからないが、想定外すぎる総士の言動に椿はただ茫然として思考を巡らす余裕すらもなかった。

「今日はここで許してやるから、おまえは少し時間を潰してから部署に戻れ」

　そう言いながら笑う総士は、社長室のある最上階に着くと同時に、椿を廊下に残して、ひとりエレベーターで元来た道を戻っていった。そんな姿を目にし、立ち尽くすしかできない椿は真っ白になった頭を抱えた。

（なによ、急に部屋に連れていかれそうになったかと思えば、今度は置き去りにするなんて。ちょっといい奴だと思ったら、すぐにこれだから信じられない……）

　まだ頭の整理さえもうまくできずに椿は心の中で総士を罵る。だが、いつもとは違う総士の様子に戸惑うばかりだった。
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　総士にキスをされてからというものの、椿はなんとしてでも総士の好きな女を知りたくて彼の行動をひっそりとチェックするようになった。しかし、いくらその存在を確認しようとしても見つけることができず、それどころか、女の影すら一切感じられない。

　そんな総士をおかしいと思いつつ首を傾げていると、いつのまにか彼が自分のそばにいた。

「さっきも俺の行動を見てただろう。また、キスしてほしくて俺を煽ってるのか？」

「ひゃ……ん」

　かすかに聞こえる声と甘い吐息に驚いて声を上げると、社内だというのに椿の耳朶が軽く噛まれる。幸いにも、周囲に人はおらず、見られることはなかった。最近は油断しているといつもこんな調子で総士が迫ってくるようになっていた。

「別にあんたの行動なんて興味ないし、会社でこんなことはやめてっていつも言ってるでしょ？」

「おまえがあんまりかわいい行動をするからだろう」

「かわいい行動なんてしてないっ！」

「そういえば、今夜は新プロジェクトの親睦会を兼ねての飲み会だな」

「それがなんなの!?　話をすり替えないでよ」

「さぁな……」

　女性を惑わす笑みを浮かべて、そんなことを言い放つ総士に呆れて、ため息をつく。

　そもそも、どうして自分に迫るような態度を取るのかが、最近の悩みだ。

「ねぇ、いいかげんその迫るような態度をやめてくれない？　調子が狂うから」

「それを言うなら、どうして自分がそうされるのかそろそろ気づいたらどうだ？」

「あんたは自分の好きな女とやらを堕とせばいいじゃない」

「……俺のかわいい姫は思ってた以上に鈍感だったみたいでね」

　総士がため息をついてぼそりとつぶやいた言葉は、聞こえはしなかったものの、その様子から自分に呆れているのだとわかり、思わずムッとしてしまう。それよりもいまの総士から本気で逃げたいと思うのだが、それも難しいようだ。

（こんなことなら、前のようにいじめられてたほうがましよ）

　内心、ため息をつきたいのはこっちのほうだと思いながら、椿は総士から逃げるので精一杯だった。










　退社後、部署の親睦会で居酒屋にやって来た椿は、活気あふれる店内を見渡して男性社員たちの輪を見つける。会社の飲み会では彼女がいない男性社員たちが張り切るのはいつものことだが、彼らのテンションの高さに少したじろいだ。

　彼らの相手をしている女性社員は皆、椿と同じ印象だったらしく、少々顔を引き攣らせている。肉食女子と呼ばれる女子だっているだろうと反論されそうな気もするが、あいにくこの部署にはいないようだ。

「おまえが早くこっちに来て座らないと、女子たちが困るだろう」

「そうですよ、主任。早く社長の隣に座ってください」

　総士の声が聞こえると同時に、男性社員の視線が椿に向けて突き刺さる。きっと自分なんかお呼びではなく、意中の相手を隣に座らせたい彼らの策略だと思い、椿はしかたなく総士の隣に座った。

　総士の隣にだけは座りたくないと思案していたのだが、どうやらそのことを察して逃げられないように先手を打たれたようだ。

（この場で座りたくないなんて言えない……）

　ここで自分が考え込んでいたらいつまでたっても親睦会が始まらない。そう思った椿は総士の隣に座り、視線をそらす。

　どうしてキスをされた相手の隣に座らなくてはならないのかと考えてみるものの、意識しているのは自分だけのような気がして悔しい。

「なに拗ねてるんだよ。そんなに俺を意識してるのか？」

　総士が、二人だけの会話、というようにこそこそと話しかけてきたので、自然と自分も声のトーンを下げて会話する。

「なんで私があんたを意識しなくちゃならないのよ！」

「おまえにとって、はじめてのキスの相手だからな」

　距離がグッと縮まったかと思うと、総士が耳元に口を寄せて、そうささやいてきた。

「……!?　そんなの、あんたにわからないでしょ」

　人の唇を奪っておいてはじめてのキスだと断言するのなんて、まったくもってありえない。そう思うのに、たしかにあのキスは椿にとっては正真正銘のファーストキスだった。

「おまえの唇をほかに奪った奴がいたら、俺、なにをするかわからないぞ」

「……!?」

　耳元に響く鋭い声にびくりと竦み、心臓が跳ね上がった瞬間、総士がすかさず椿のグラスにビールを注ぐ。あまりにも絶妙なタイミングだが、いまは飲まずにはいられなくて一気に飲み干した。

「勝手にキスしたあんたにそんなことを言う権利なんてないもん。それに私が喪女だって決めつけないで！」

「決めつけてるかどうか勝負するか？」

「いいわよ。してやろうじゃない！」

「ふーん……」

　アルコールが入った頭で正常な判断すらできずに返事をしたものの、総士がどうやって勝負をしかけてくるのかわからなくて困る。聞かれるとまずい会話をしていることは重々承知だが、周囲はすでにできあがっていて、二人の会話に耳を傾ける者もいない。

「ねぇ、勝負ってなにさせる気なの？」

「それは飲み会が終わってからのお楽しみ」

「飲み会が終わってからなんて……私、家に帰るわよ」

「卑怯なやつだな。そうやって逃げちまうのか」

「逃げるわけないじゃない！　総士のバカ」

　ここは逃げるべきだと脳が警告するのに、負けず嫌いの自分を見透かされてどんどん深みにはまっていくのがわかる。幸いなことに周囲はそれぞれの話で盛り上がっているが、どうして自分はわざわざ天敵である総士につかみかかっているのかとため息をつく。

　温かみのある照明が照らす木材の長テーブルについて、それぞれが好きな物を飲み、そのそばで店員たちが唐揚げや刺身などの料理を運んでいる。その光景をふわっとした気持ちで眺めていると、総士が椿のお皿に料理を取ってきてくれた。

　まるでかいがいしく世話をされている気分だが、初っ端からお酒を飲ませられたのだからこれくらいしてもらって当然だ。

「それにしても、今日は部署の親睦会なのに、固定の人同士を話させていいの？」

「どうしてだ？」

「特に、社長の総士が私ばかりにかまうのは、どうかと思いますが」

「部署の人間なんてそんなに多くないんだし、いいんじゃねえか？」

　椿と総士を含め十人しかいない部署だし、皆、それぞれが和気藹々楽しんでいるため、正直に言うと、そんなに心配はしていない。しかし、どうにかして総士から逃げたいと思う椿には不都合な展開でしかなかった。そこへ、上坂がやってきて、思わぬ救世主の登場にほっと一息つく。

「社長も主任も楽しんでますか？　俺がお酌しますよ」

「おまえ、田所はいいのか？　放っておくとほかの男に持っていかれるぞ」

「ちょ、脅かさないでくださいよ。主任、どうにかしてください」

「どうにかって……、私に言われても困るからっ」

　どうにかしてほしいのはこっちのほうだと言ってやりたかったが、その後は部下たちが次々とお酌をしてきて気の休まる暇はなかった。










「ああっ、久しぶりに飲んだっ！」

　親睦会が終わり、社員たちを見送った椿は、解放感から夜の冷たい空気を吸い込んだ。日中は暖かくなってきたとはいえ、夜はまだ寒い。

　そんなことを考えながら自分も自宅に帰ろうかと思案する。だがそれを邪魔する男がここにひとり。

「この期に及んで、俺との勝負を忘れて帰ろうとか思ってないよな？」

「そんなこと思ってないし……」

「なら、行くぞ」

　案の定、椿が帰ろうとしたことを見透かした総士に腕を取られてタクシーに乗せられる。

「あの……勝負っていったいなにをする気なの？」

「それは俺の部屋で教えてやるよ」

「なっ……なんで私が総士の部屋に行かなきゃいけないのよ？」

「かわいく『怖いから許して』って言えたら、家に帰してやってもいい」

「誰があんたなんかにそんなこと言うのよ。そんなことさせられるくらいならあんたの部屋に行くほうがマシだわ」

　ここまで来れば、泣いて縋ってでも帰してもらったほうがいいのはわかっている。だが、素直になれない乙女は、強気になることでしか自分の矜持を保てないのだ。

　確実に総士のペースにはまっているとしても、いまさら後になんか引けなかった。

「いい決断だな。おまえのその性格は嫌いじゃない」

「別に総士に好かれるためじゃないもん」

「そんなのわかってる。おまえをのこと、ずっと見てるからな」

「……っ」

　総士とは大学時代から一緒で、ずっと犬猿の仲だと思い込んできた。にも関わらず、いまさらそんなことを言うのは卑怯だ。だが、あながち嫌な気分ではないのは、一度重ね合わせたときの彼の唇が熱かったせいかもしれない。

（どうして総士なんかにこんなに振り回されているんだろう……）

　いくら考えても答えを出せない問題をぐるぐると考えながら、椿はタクシーの窓に映った流れる景色を見つめるので精一杯だった。










　タクシーが高級マンションの前で停止し、総士に連れられてエレベーターに乗り、部屋へと向かう。

　黒を基調とした男らしい部屋は、綺麗に整頓されており、窓の外からは街の灯りが見える。窓越しに綺麗な夜景を堪能しているとき、突然背後から総士に抱きしめられた。

「ちょ……ちょっと待ってよ。私はそんなつもりでここに来たわけじゃないわ」

「俺の部屋に来た時点で、覚悟を決めちまえよ」

「覚悟なんて決められない。それにいままで見てきたらわかってると思うけど、私はまともに恋愛なんかしたことないの」

「そうだとしても、おまえがほかの男のところに行くのを、俺が黙って見てられるとでも思ってるのか？」

「へっ……、だって、私と総士は犬猿の仲で……」

「誰が興味もない女をいじめるんだよ。本当に筋金入りの鈍さだな」

　総士のあまりの物言いに開いた口が塞がらない。ここまで言われたら嫌でも総士が誰を落とそうとしているのか気づく。たとえ鈍感な椿でも、だ。

　これは本気で逃げたほうがいい案件かもしれない。そのことにやっと気づいたものの、椿の身体はとっくに拘束されていて逃げることができない。

「何年も前から俺の手の中にいるってことに気づかない椿をかわいいと思うのは、俺だけだよな」

「……って、キャラ変わってない!?　総士のバカ！」

「ついでに言うと、ランジェリーをデザインするときも、椿の身体を想像して描いてた」

「へっ、変態！」

　どさくさにまぎれての変態発言に羞恥で涙ぐむ。だが、ここで泣いたら総士を喜ばせるだけだと思い、ぎゅっと唇を噛む。その間にも、首筋に舌が這わされていく。

「ちょっと……やめてっ……」

「いまさら誰がやめるかよ。それに新プロジェクトにはおまえが必要だって言っただろう？」

「そんなの……知らないっ……」

「なら、ベッドの中でたっぷり教えてやるから」

　身体をひょいと抱き上げられると、間近に美しい男の顔がある。顔だけはいいと昔から思っていたが、近くで見るとさらに破壊力が増す。何度も言うが、顔だけは、だが。

　――って、この状況でそんなことを考えるのは違うでしょ！

　総士の腕の中にいることが信じられなくて、混乱した頭はどうでもいいことばかり考えてしまう。だが、いまは現実逃避をしている場合ではない。

「やっぱりこんなのおかしいよ。だって、総士は真さな田だ先輩とのことを邪魔したじゃない！」

「この状況でほかの男の名前を呼ぶなんていい度胸だな、椿」

「でも、私……」

　言い終わらないうちに唇をキスで塞がれてしまい、どうにか抵抗しようともがく。だが、抵抗も虚しく、わずかに開いた口から侵入してきた舌が歯列をなぞり、余計に深くくちづけられてしまった。

　ほんの数時間前、はじめてのキスをしたばかりで、激しいキスについていけるはずもなく、視界が涙で滲む。

「泣きそうになるくらいなら、あの男の名前は一切出すな……」

「えっ……？」

「はじめてのセックスで、痛い思いはしたくないだろう？」

　総士は、強引な言葉とは裏腹に、まるで幼子をあやすかのように優しい瞳をしていた。直視できずに、思わずうつむいてしまう。

　真田との件は、椿にとってみれば、八年も前のことで、すでに葬り去った過去である。

（でも、総士は大学時代も先輩のことになると不機嫌になってたな……）

　しかも、総士と真田は互いを憎み合っている印象だったので、当時はサークル内でも先輩たちが頭を抱えていた。

「それとも初めてのセックスに期待しすぎて、激しいのがお望みなのか？」

「ふぇ……？」

「ここまで喪女をこじらせるなら、さっさと抱いてほしいって言えばいいだろう」

「なんで、あんたなんかにそんなことお願いしなきゃいけないのよ!?」

　いつもの言い争いにどこかほっとしているのは、今日の総士が豹変しすぎているからだろうか。そんなことを考えているうちに寝室へと運ばれ、椿はベッドに寝かされていた。

　ネクタイを外し、シャツのボタンを全開にした総士の色気に心臓が大きく波打つ。

「さぁ、勝負しようじゃないか。お姫様」

「へっ？　ここで？」

「処女かどうか確かめるんだ。たとえ本当にそうだったとしても、今夜、椿の純潔は俺の手で散らされるけどな」

「なに言って……」

　一度、男の身体に組み敷かれてしまえば、どうもがいても逃げ出すことはできない。その証拠に椿がどんなに肢体をくねらせても、総士の身体はびくともしなかった。

「俺の腕の中から逃げられると思うなよ。椿……」

「こんなの卑怯すぎるでしょ……！」

「自分が鳥籠の中にいることに気づいてないもんな。おまえ」

　どういう意味かわからないままキスをされてしまい、椿の頭は真っ白になる。今度こそは、口腔に舌を入れられたくないと、ぎゅっと唇を固く閉じた。

　しかし、総士のほうが何枚も上手のようだ。ちろちろと唇を舐められたことで、椿は思わず口をあけてしまう。そのすきをついて、あっというまに口の中が総士に支配されてしまった。

「やめっ……」

　必死に懇願しても絡みついてくる舌がそれを許してはくれず、椿の身体から力が抜ける。こんな簡単に男に蹂躙されてしまうなんて悔しくて涙がこぼれた。

　その相手が総士であることが悔しいはずなのに、甘いキスの余韻が椿の全身に広がって、力が抜ける。

「いい子だ。やっとおとなしくなったな……」

「……っ」

「傷つけはしないから安心しろ」

　はっきりと拒絶しなければならないのに、耳朶を甘噛みされてしまい、抵抗もできないままブラウスのボタンが外される。

「俺のデザインした下着を着てるなんて、どこまで俺を煽れば気が済むんだよ」

「ちがっ、これはデザインがかわいいし……社員割引もきくからであって……」

「そうだとしても、着てるところをイメージして作った相手が、実際に着てるのを見せられたら、たまらないだろう」

「もう絶対に着てあげないんだからっ」

　白地の、清楚でかわいらしいデザインなので、自分が持っている下着の中でもかなりお気に入りだった。しかし、それをデザインした本人に見られた挙げ句、そんなことを言われてしまったら恥ずかしいにもほどがある。

　それどころか、今日に限ってどうしてこの下着を選んだのかと思うと泣きたくなる。

「やっぱり、椿は、俺がデザインしたランジェリーが一番似合うな。見込んだとおりだった。これからも、おまえのために作ってやるからいつも付けてろ」

「恥ずかしいこと言わないで……」

「今度は、おまえ専用の、いやらしい下着をデザインしてやるよ」

「へっ、変態！」

　いったいどこまで変態なんだと頭を抱えるが、総士がずっと自分をそんな目で見ていたことが意外で、かつ羞恥でしかない。この状況を前にして、本当に総士が自分との仲を犬猿の仲だと思っていたのだろうかと疑問が浮かぶ。

「私と総士って、犬猿の仲だよね？」

「俺は一度だってそう思ったことはないけどな」

「じゃあ、なんでいつも喪女だとかバカにするの？」

「それは、おまえに俺を意識させるためだ。」

　じっくりと椿の目を見つめながら、真剣な声でそう告げてくる。鋭いながらも欲情しきった目を向けられて、思わず椿は視線を逸らした。だが、束の間、首筋をなぞる卑猥な指に翻弄されてしまう。

　ブラのホックはあっさりと抜き取られ、キャミソールごしに胸の尖端がくっきりと浮かび上がる。

「思っていたよりもかわいい乳首なんだな。綺麗だ」

「いままで、いったいどんな目で私を見てたのよ」

「俺を刺激する最高のボディーラインとして見てた」

「……変態すぎて、あきれてものが言えないわ」

　どうやら、犬猿の仲だと思っていたのは自分だけだったようだ。

　想定外もいいところだと椿は困惑するしかない。

「下着姿もいいけど、やっぱ脱がすぞ」

「ちょっ……」

「こんな綺麗な身体を前にして、我慢できるわけないだろう」

　許可を取る前からあっさりとキャミソールを脱がしてくる総士に唖然としながらも、いつのまにか裸にされてしまう。直に乳房を見られた恥ずかしさで、涙がこぼれそうになるが必死でこらえるしかない。

　総士の前で涙は絶対に見せたくない。そのことがいまの椿を奮い立たせる。

「想像以上に綺麗な胸だな」

「恥ずかしいから、黙っててくれない？」

「綺麗なものを綺麗だって言ってなにが悪い。」

「もう、勝手にすればいいでしょ！」

　色気を含んだ甘い声でささやかれて、恥ずかしさのあまり、そんなことを口に出してしまう。だが、総士は本気に取ったらしく、胸を鷲づかみにして揉みしだいてきた。

「ちょっ……、本気で怒るよ」

「おまえが勝手にしろって言ったんだぞ。胸を触られたぐらいでわめくなよ」

「総士が恥ずかしいことばかり言うからでしょうっ！」

　そうこうわめいているすきに、胸の頂を舌で舐められ、一瞬身体がびくりと震える。そのまま乳頭を舌で舐め転がされて身体が心地良い感覚に包まれた。

　必死で抵抗しようとしても、総士はそれを阻むかのように反対の乳房を揉みしだく。

「やっ……やだっ……」

「そんな気持ちよさそうな顔をして嫌がっても、逆効果にしかならないぞ」

「ほんとに……変になっちゃう……」

「変になっちまえばいいだろう。ほら、こっちも触って気持ちよくしてやるよ」

　胸の尖端をいじっていた指が、徐々に下に降りていき、秘部に到達する。やわらかな恥毛を卑猥な手つきでかきわけたかと思えば、小さな秘粒を探り当てた。

「だっ……だめぇ……、そんなとこ、触らないで」

「知らないのか？　女はここを触られると気持ちよくなるんだ」

「やっ……やだっ……」

「全部、俺に身を委ねて」

　自分が自分でなくなりそうな感覚が怖くて、無意識に肢体を戦慄かせる。しかし、総士の指が蜜壺に沈められ、くちゅりと淫らな水音を奏でてしまう。

　経験したことのない、未知の感覚が身体中に押し寄せ、椿の脚がガクガクと震えだす。

「こんなに濡らして……。期待してるんだな。淫乱姫は」

「そんなこと、あるはずないでしょ……」

　総士への否定の言葉であるはずなのに、まるで自分に言い聞かせているようでいたたまれない。その証拠に、全身に甘い快楽の波が押し寄せ、逆らいたくても逆らえなくなる。

　未知の官能を与えられた無垢な乙女は、抵抗する手立てがないまま、男の愛撫に狂わされていく運命にあるようだ。

「俺の指をこんなに濡らして……。本当にかわいいな、おまえ」

「かわいくなんか……ないからぁ……」

「夢にまで見た身体まで、こんなに綺麗でかわいいなんて、反則だろう」

「総士のいじわるっ！」

　いつものようにいじわるでいてほしい。そう思っても、耳に届く甘い言葉が椿を蕩かしていき、重ねられた唇に応じてしまう。

　まるで、反抗の意志を封じ込められたみたいで悔しいが、冷静な判断ができない状態では、そのことすら甘い毒のように全身を蝕む。下腹部を触られることへの羞恥ともたらされる悦楽。そのふたつが椿の身体の中でせめぎ合っていた。

「あっ……ふぁ……」

「そんなにかわいく啼いて、どうなるかわからないぞ」

「煽ってなんか、ない……っん……」

「この鈍いお姫様は自覚がなさすぎるから困る」

　呆れたようにため息をつく総士に反論したくても身体が言うことを聞かず、椿の口から漏れるのは、自分でも聞いたことのないような甘ったるい声だけだった。

　そんな椿を、さらに追い詰めるかのように総士が下腹部に顔を寄せてきて、蜜がしたたる場所を舌先で啄んだ。

「そこ、汚いから……やぁ」

「椿のここは綺麗だから安心しろ」

「でも……」

「そんなに恥ずかしがるな」

　宥めるように優しい声がしたかと思うと、濡れそぼった花芯を舌でなぞられてしまい、たまらずに腰をくねらせる。恥ずかしい箇所をもてあそばれている現実を直視できず、冷静さを保とうとしても、甘美な愉悦にじわりと身体を蕩かされていく。

　この上ない恥ずかしさと気持ちのよさに困惑が隠せないまま、椿は未知の快楽に翻弄された。

「こんなに蜜を溢れさせて……。そんなに舐められるの気持ちいい？」

「だめっ……はぁ……」

　蜜を啜りながら、同時に淫芽を指の腹で転がされる。ただそれだけのことなのに、自分の身体がいやらしく変化していくようで、総士の身体にぎゅっと抱きついた。

「こんなに感じるなんて、処女かどうか少し怪しくなってきたな」

「……処女だよ。いままで彼氏なんかいたことないんだから」

「やっと認めたな。どうやら、勝負は俺の勝ちみたいだな」

「あんたみたいに、とっかえひっかえ女と遊んでる人間と一緒にしないで」

　総士がほかの女性と身体だけの関係を持っているのは知っている。そんな相手だからこそ、喪女と呼ばれるのが悔しかったし、バカにされている気がして癪だった。

「やきもちを妬く椿もかわいいな」

「そんなこと言ったって信じないんだからっ！」

「だいたい、俺は本気で口説き落としたい女には、軽い気持ちで触れられないような純情な男だぜ」

「あきれた……。自分でそれを言うか」

　余裕綽々の表情でくすくすと笑う声と服を脱ぎ捨てる音が聞こえ、恥ずかしさで身体が朱に染まる。

「これからは好きな女を本気で口説き落とすって言っただろう」

「……意味がわからない」

「言っとくけど、もう逃がしてやるつもりはないから覚悟しろ」

　話しながら、肩先にちゅっとキスが落とされた。顔の向きを変えた瞬間、今度は唇に甘く蕩けるようなキスをされてしまう。

「……椿を抱きたい。八年待たされたんだ」

「えっ……？　ひゃっ……」

「おまえのここも、俺のこと待ちわびてるみたいだぞ」

「ちがっ……」

　すっかり蕩けきった秘部を指でなぞられて脱力すると同時に、総士の肉茎が蜜壺に押し入ってきた。椿は淫裂に男を初めて受け入れ、痛みをぐっとこらえていた。

「やっぱり痛いか？　もう少し、濡らしたほうがよかったかもな」

「痛くなんて、ないんだから……！」

「本当に負けず嫌いな姫君だな。でも、そこがたまらなくかわいい」

　痛みを散らすかのように甘いキスが施され、総士は狭い隘路に馴染ませるかのように腰を小刻みに揺らす。

　そのためなのか、初めの痛みが薄れてきて、椿はそんな自分の身体の感覚にとまどうばかりだった。

「おまえのナカは狭くて気持ちいいな……。俺の形に変えてやりたくなる」

「やっ……あっ……」

「そんなかわいい声出して煽るなよ」

「そんなんじゃ……ないもんっ」
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　蜜襞をこすりつけられる気持ちよさに翻弄されて、どこかへ飛んでいってしまいそうだ。心もとない感覚に囚われ、思わず総士のたくましい身体に抱きつく。そんなことをしてしまうことにありえないと内心では思っていても、ナカを穿ってくる男根の体積が増すのを感じて、なぜか嬉しくなってしまう自分がいた。

　浅い呼吸を繰り返しながらも、なんとかくちづけを受け止める。その間も、総士の手によって左胸を揉みしだかれた。

「だから、煽るなって言ってるだろう。ただでさえかわいくてたまらないのに」

「いま、なんて……言ったの？」

「ひどくされたくないなら、黙ってろって言ったんだ」

　恍惚としている状況で、聞こえた言葉は空耳だったのだろうかと考えてみるものの、身体中を蝕む甘い波にさらわれ、途端に頭が真っ白になる。

「ふぁ……んっ……」

「椿の喘ぎ声、本当にエロいな。ほら、もっとかわいい声で啼いてみろ」

「いじわる……っ」

「それは、もっと激しくしてほしいって言ってるのか？」

「ちがっ……」

　もてあそぶかのように最奥を突き上げられてしまい、もはや椿には言い返す言葉さえもない。

　身体を繋げることの快楽を、無垢な身体に教え込まれて、意識が遠のいていった。

















第三章












（ここ……どこだっけ？）

　いつの間に意識を失っていたのだろうか。気がつくと、見慣れぬ天井が目に飛び込んできて、椿はぼんやりとそんなことを考える。

　昨夜、新しい部署の親睦会で総士にお酒を飲まされたことまでは思い出せた。だが、どうして自分が見知らぬ部屋にいるのか不思議でならない。

　しかも、身体に残る鈍い痛みに、なにかをやらかしてしまった感じが否めない。そして、横たわっていた身体を起こして、愕然とした。

　――身につけているのは自分の服ではない、男性のものらしき服。しかも、風通しの良い下半身の感覚からすると、下着は付けていない。

　その状況では、どう考えても悪い方向に思考がいってしまい、ありえない事態が起こっているのを察する。

（これって、まさかだけど、えっちしちゃったってこと？）

　処女であるはずの自分がこんな簡単に純潔を失うなんて想定外だ。そこまで考えて相手が誰であるかを思案すると、見覚えのある男が部屋に入ってきた。

「起きたか、椿。コンビニでミネラルウォーター買ってきたから飲めよ」

「どっ……どうして総士がここにいるの？」

「俺の部屋だからに決まってるだろう。なにをいまさら騒いでるんだ」

「だっ……だって……、この状況って」

　確かめてはいけないと脳が警告するが、あまりにも信じられない状況に困惑して、声が震える。その前に一刻でも早く逃げ出さないといけないのだが、いまの自分は下着さえも身につけていない状況だ。

「しかし、俺のデザインした下着ってやっぱ最高だよな。これでもう少し丁寧に扱えば文句ねえんだけど」

「なんで、人の下着をまじまじと見てるのよ。この変態！」

「セックスしちまったんだ。いいじゃねえか」

　平然とした様子でタバコをくわえたあげく、確かめたくなかった事実を言い放つ総士に向けて枕を投げつける。お酒が入っていたとはいえ、許されない失態だし、総士の挑発に乗った自分が悪いとわかってはいるが……。

「あんたのせいでこんなことになったってわかってる？」

「わかってるよ。責任取って彼氏になってやる」

「責任なんて取らなくていいから、なかったことにして！」

「ほかの女なら一度きりでもかまわないが、相手が椿なら、なかったことにはできないだろう？」

　どういう理屈なのか見当もつかないが、総士は何事もなかったかのようにペットボトルを椿に手渡してくる。

「それに、万が一俺の子どもを妊娠なんてしたらどうするんだ？」

「はい!?」

「避妊してたって百パーセントなんてないんだから、もしなにかあったときは責任を取らないと男じゃないだろう？」

　社内でも噂のあったプレイボーイの総士が真面目な顔でそんなことを言い出し、椿は頭を抱える。総士の好きな女が自分だと考えたくもなかったし、驚くべき豹変に困り果ててしまう。

　これが自分以外の女なら簡単に堕ちるだろうと予想できても、自分だけは総士の思い通りにはならないと心に決めた。

「あんたがなんと言おうと、私はなかったことにするから」

「この期に及んで逃げられると思ってるなんて、かわいすぎて犯したくなるな」

「おっ、犯すとか、バカじゃないの？」

「どんな手を使っても、もう逃がしてやらねえよ。椿……」

　色気を含んだ甘い声に誘惑をされてしまいそうで、それを悟られないよう手に持っていたミネラルウォーターを飲む。だが、いかんせん、虚勢を張っている状況なので、楽しそうに自分を見てくる総士と視線を合わすことができない。

　――どう考えてもこの状況はありえないでしょ？

　何度も心の中で思案するものの、まったくと言っていいほど、総士が自分に迫ってくる現実は受け止められなかった。










　あれから、椿は引き止めようとする総士を押しのけて自宅へと帰ったのだった。家に着いてからすぐにお風呂に入ると、昨日からの疲れがどっとお湯に溶けていくような感じがした。

　エレベーターでの出来事からセックスまで、たった一日で起きたことだ。そう考えると二十八年間で一番濃い一日のように感じる。

（ずっと犬猿の仲だと思ってたけど……、私と総士ってどんな関係なんだろう？）

　温かい湯船に浸かってリラックスしようと思っても、総士が頭から離れず、いてもたってもいられない。そんな自分が嫌で、絶対に総士なんかには捕まってやらないと心に決める。

「……どうして総士のことなんか考えてるんだろう」

　自分に言い訳をするように口に出してから、隅から隅までいつもより丁寧に洗う。にもかかわらず、椿の気分は晴れるどころか、モヤモヤしっぱなしだ。

　それどころか、いまだに身体中に総士の爪痕が残っているようでもどかしい。

（もう！　全部、総士が悪いんだし、だいたい本気で口説き落としたい女ってなによ）

　混乱したいまの状況をすべて総士のせいにして、椿はシャワーのお湯を止めてため息をついた。










　着替えを済ませてからリビングに戻ると、スマートフォンにメッセージが入っていることに気づく。総士かと思って、おそるおそるメッセージを開くが、送り主は宮みや園ぞの香か奈な恵えだった。彼女とは、高校から大学まで一緒で頻繁に連絡を取り合う仲である。

　総士からじゃなくてよかったと思う反面、少しがっかりしている自分がいる。そう思ったところで慌てて首を横に振る。

（別に、総士からメッセージが来るのを待ってるわけじゃないんだからっ）

　自分に言い訳をするように心の中でそうつぶやいてから、メッセージを確認する。どうやら、話したいことがあるらしいので電話が欲しいとのことだった。

「もしもし、香奈恵？」

「もしもし？　遅いよ～。昨日の夜、メッセージ入れたのに……。もしかして、ついに朝帰りしたの？」

「第一声がそれ!?　私に彼氏がいないことぐらい知ってるでしょ」

「いつもあんたの隣にいる鉄壁の魔神に堕ちたのかなって」

　総士のことを『鉄壁の魔神』と呼ぶのは香奈恵くらいだ。なぜか、彼女は電話をする度に総士との関係を聞いてくるが、椿には彼女がおもしろがっているようにしか聞こえない。

「それより、話したいことってなによ」

「なんだかいつも以上に不機嫌だね。……あっ、そうそう、二週間後そっちに帰るから予定空けといて」

「この時期にこっちに帰ってくるなんてめずらしいね」

「この間、彼氏にプロポーズされたから親に報告しようと思って……」

　香奈恵が地方勤務になってから知り合った彼氏と付き合いはじめてから二年。結婚するのは時間の問題だと思っていた。だが、今日その話を聞くとは思わなかっただけに、考えるものがある。

　もちろん親友が結婚するのは嬉しいことだ。だが、問題は総士に抱かれた次の日、不機嫌な状態でそれを聞かなければならない現実だ。

「私の結婚が決まったというのになにを考えてるのかな？　椿ちゃん」

「別になにも考えてないし、香奈恵の結婚は本当に嬉しいよ。おめでとう！」

「なんだか、怪しい気もするけど、いまはそういうことにしておいてあげるわ」

　電話の向こうで不審がっている香奈恵だったが、それ以上追求されなかったことに胸を撫で下ろした。アネゴ肌気質で鋭い彼女に追求されてしまえば、すぐにボロが出て、すべて話さなくてはならなくなるだろう。

　山積みの問題に、椿はひっそりとため息をついた。

「なにかあれば話くらい聞くから」

「うん……」

「それと、彼氏ができたら真っ先に私に言うのよ」

「わかってるよ……」

　彼氏どころか、付き合ってもいない総士との関係を口にはできず、当たり障りのない近況報告をして電話を切る。

（なんでこんなにタイミングが悪いのよ。あいつのせいで香奈恵が変に思ったじゃない）

　自分が動揺したせいだとわかっていても、総士のせいにしなければ落ち着かず、椿はこれからどうするべきかを思い悩む。だが、恋愛から遠ざかっていた自分には簡単には答えが出せず、ただひたすら総士から逃げる手立てを思案するほかなかった。










　なにがなんだかわからない一日が終わり、疲れて寝てしまったのか、気がつくと朝になっていた。時計を見ると、そろそろ仕事に行く準備をしなくてはならない時間で、ベッドからしぶしぶ起き上がる。

　――会社には行きたくないけれど、行かなきゃだめだよね。

　一瞬だけそんな考えがよぎるが、主任という立場上、ズル休みは許されない。そう思った椿は重い身体にムチを打つ。

　仕事中はしかたないとしても今度からは極力二人きりにならないようにすると心に決め、支度を済ませてから会社に向かうと、いつもより早い時間に出勤していた。

　この時間なら誰もいないと踏んで部署に来たはずなのに、部屋に入った途端、男性社員の背中が目に飛び込んできてびっくりする。

「相当パニクってたから、今日は早く会社に来ると思ってたけど正解だったな」

「なっ、なんでこんな早くから会社にいるのよ！」

「おまえの行動パターンなんてお見通しなんだよ。本当に単純だな」

「単純で悪かったわね。どうせ私はあんたみたいに、頭が良くありませんよ」

「頭の出来は俺に似れば、優秀な子が生まれるから安心しろ」

　そこで、どうして話がそれるのだろうと頭を悩ませるが、適当にあしらうことに決める。

「今日は噛みついてこないのか？」

「あんたと話してたらおかしくなりそうだから、話したくないの」

「ご機嫌ナナメなんだな。俺のお姫様は」

「誰があんたの姫なのよ。寝言は寝てから言ってください」

　内心、誰のせいで機嫌が悪いと思っているんだと悪態をつきたくなるが、これ以上、話を長引かせないように自分の机に向かう。が、そこで腕をつかまれた瞬間、くちづけられてしまい、椿は必死でもがいた。

「ちょっ……んっ……」

　少しでも気を許したら蕩けてしまいそうで総士の胸を押さえつけるが、びくともしないどころか手首の自由さえも奪われてしまう。

「俺からは逃げられないって言っただろう？」

「社長のくせにどうして、会社でこんな破廉恥なことをするの！」

「本気で口説き落としたいからに決まっている」

「あんたにはモラルとかないわけ？」

「おまえを目の前にしてそんなものあるわけないだろ」

　それを言うなら昨日までの総士はなんだったのだろうと納得がいかない。だが、なにかの拍子でスイッチが入ってしまったらしい。

　それが、自分ではない誰かに向けられるならまだしも、自分に迫ってくるのは耐えられないだろう。そうは思っていても、彼の真剣なまなざしを前にして心臓がどくんと跳ねてしまう。

「頼むから、会社で破廉恥なことをしないで」

「今夜、俺とデートするならやめてやってもいい」

「あんたとデートしたら、なにもないはずがないから行かない」

「だったら、会社で口説くしかないだろう」

　口説くという選択肢から離れてほしいと切実に思い悩むものの、総士の傲慢な性格からして、椿の言うことなど聞く耳を持たない。

　――本気で油断も隙もないんだから……この男は。

　大学時代から知っているのに、どうして総士の性格をきちんと把握しなかったんだろうと後悔しても遅すぎる。

「たとえおまえが逃げたとしても逃がさないから、残念だったな」

「……っ」

　総士の傲慢な口ぶりに呆れてものが言えない。しかたがないので、踵を返して女子トイレに逃げ込んだ。こんなことなら普段通りに出社するべきだったと後悔して、優樹菜が来るのを待つ。

　とにかく、相手は椿の奥底を簡単に読んでしまうどころか、先回りして行動する、油断ならない男なのだ。うっかりひとりになってしまえばその隙を狙ってくるに決まっている。

（想像以上の危険人物、恐るべし……）

　鏡の前で総士が触れた唇を指でなぞり、ため息をついて己の浅はかさを呪う。

　八年も総士といるはずなのに、いまなお彼の性格を読み切れていないから迂闊なことをしてしまうのだ。これが出会ったばかりの男だったらもう少し警戒するのに。

　つまり、思っている以上に自分の行動を把握され、手のひらで転がされているということらしい。

（いままでは総士なんてどうでもよかったけれど、相手をもっと知る必要があるよね……）

　自分を守るために彼のことを知るというのはいささか納得がいかないが、いまの自分にはもっとも必要なことなのだと悟る。このままでは総士の思い通りに流されてしまうような気がして怖かった。










　社員たちが出社する時刻になり、おとなしく部署へと戻った椿は、自分の席に座ると同時に一息つく。だが、完全に危険を回避できたわけでもない。少しでも気を抜いたら悪魔がやってくるに違いないのだ。

　そう感じた椿は総士の机に視線を向けるが、そこに彼がいないとわかり胸を撫で下ろす。視線を戻すと、マグカップが置いてあるトレーを持った優樹菜がそばに立っていた。

「おはようございます、先輩。昨日はお疲れさまでした」

「うっ、うん。お疲れさま、優樹菜ちゃん」

「部署の飲み会なんて不安でしたけど楽しかったです！　それより、社長になにか用事ですか？」

「……そんなところだけど、まだ来てないみたいだね」

　ごまかすように言ってみるが、出社していることは知っているので内心ドキドキする。

　くすりと微笑んだ優樹菜は、カフェオレの甘い香りが漂うマグカップを机に置いた。

「社長ならさっきまでそこでお仕事をされていましたが、いまは朝の重役会議みたいですよ」

「そっ、そう……」

「昨夜は親睦会だったのに、噂通りの仕事熱心ぶりですよね」

「えっ……？　あっ、うん……」

　うっとりとした様子でつぶやく優樹菜に必死で合わせようとするが、総士が仕事熱心だなんて、朝の行動を見た椿からしたらバカバカしいとしか言いようがない。

「それに、意外に面倒見のいい方なんですね」

「えっ……？」

「上坂くんから、社長は部署の人たちのことを真剣に考えてくれていると聞いたんです。その中でも、椿先輩を特に気にかけているみたいですけど」

「そうかな？」

　優樹菜が上坂からなにを聞いたのか詳しくは見当がつかないが、はたから見ると、総士は社員ひとりひとりを気にかけているほうなのかもしれない。

　そう思った瞬間、胸の高鳴りを感じた椿は自分の感情を否定するように首を横に振った。

「どうしたんですか？　先輩」

「うっ……ううん、なんでもないから気にしないで……」

「それならいいんですが……」

　さりげなく人を気遣ってくれる優樹菜に癒されるが、いまに限っては少々複雑な気持ちになる。決してそれが嬉しくないわけではないのだが、やはり心のどこかでモヤモヤしてしまうのだ。

　そんな心情を悟られたくなくて、いつものように振る舞ってみるものの、うまくいかなくい。

「じゃあ、私はコーヒーを配ってきちゃいますね」

「いつもありがとう」

　冷静になって優樹菜にねぎらいの言葉をかけると、彼女はにこりと微笑んでからほかの社員にコーヒーを配っていく。そんな後ろ姿を目で追いながらミルクがたっぷり入ったカフェオレに口をつけた。いつもならば一口飲んだだけで気分は落ち着くのだが、いまの椿にはまったく効果がないようだった。










　ほんの少しだけ総士に目を向けるようになってから、いままでは見えていなかった彼が見えてくるようになった。いいかげんな男だと思っていたのに、仕事に対しても部下に対しても真摯に向き合っている様子が手に取るようにわかってくる。

　それどころか、想像以上に有能な敏腕社長ぶりを見せつけられているのだ。若い男性社員の中には総士に憧れて、この会社に入社した社員もいるらしい。

　今日は久しぶりに沙也と昼食を食べにきているが、気持ちは焦る一方である。

「もっと総士をぎゃふんと言わせられる情報はないのかな」

「いいかげん諦めて社長のものになっちゃえばいいのに……。いまのあんたは誰が見ても社長に溺愛されているんだから」

「私は必死で逃げようとしてるのに、あの男が勝手に迫ってくるの！」

　総士に迫られるようになってから何度となく沙也に不満を漏らすものの、まったく相手にされない。それどころかいいかげん諦めろと諭される始末だ。

「あんないい男に迫られて、椿だって本当のところは嫌じゃないんでしょ」

「それは……。でも、迷惑でしかないんだから」

　総士のことが本当に嫌なのかと聞かれたら口ごもってしまうが、いまの状況が迷惑でしかないのは事実だ。

　非の打ち所がないほどのいい男だということは不本意ながら理解ができるし、誰の目から見ても批判しようがないだろう。

「相手は椿よりも数段格上なんだから、もう少し素直になってもいいんじゃない？」

「ううっ……」

「そんなにすねなくてもいいから、早くお昼を食べちゃいなさい」

　そう言いながらおにぎりを口に入れる沙也にムッとしながらも、残っているうどんに口をつける。沙也といい香奈恵といい話を聞いてほしい友人ほど、総士に関しての話は聞く耳を持ってくれないのだから困ってしまう。

　それどころか完全に逃げ場すらもないという状況が悔しくてたまらなかった。










　お昼休みが終わり、部署に戻ってきた椿は、横目でちらりと総士を見やるがいつにも増して忙しそうに書類を見ていた。社長業とデザイナーを同時に、なおかつ、誠実にこなしているのだから忙しいのは無理ない。

　――仕事に対しても社員に対しても誠実だなんて、私が勝てるはずないじゃない。

（総士が完璧な人間だってことは、ちょっとはわかってきたけど……でも）

　そこまで考えてから首を横に振り、パソコン画面を見るがどうしても気が散ってしまう。そんな自分が嫌でたまらないのに、総士の姿を見るだけで胸が高鳴った。

「椿、ちょっと来いよ」

「はっ、はい……」

　急に名前を呼ばれた椿は慌てて返事をするが、決してなにがあっても総士なんかにときめいたりはしないと心に言い聞かせる。

（あくまでも社会人として冷静な態度を取らないと……！）

「どうされましたか？　社長」

「……椿が俺に敬語を使うなんて熱でもあるのか？」

「失礼な！　これでも尊敬に値する人には敬語ぐらい使えます」

「尊敬ね……。俺としては、向けられるなら尊敬の念より熱烈な愛情のほうが好みだ」

「社長が社員にそれを求めてどうするのよ。バカ総士！」

　こういうことを言わなければ、総士を完璧な社長だと認められるのにと残念に思う。

　だが、ほんのちょっとだけ見直してもいいかなと考えてしまう自分がいるのも確かだ。

「やっといつものおまえに戻ったな。おまえらしくないといじめがいもないからな」

「仕事中に女を口説く社長ってどうかと思いますが」

「それは、おまえが素直にならないからだろう」

「なっ……、なに言ってるのよ」

「デートに誘っても、つれないおまえが悪い」

　ほんのちょっと見直してもいいかなと思った途端これだ。しかも、最近は椿を呼び出す度にそう言ってくるのだから始末が悪い。

「社長は社員の前で女を口説くなっていつも言ってるでしょ」

「別にいいだろ。俺が椿を狙ってるのは全社員が知ってることなんだし」

「少しは恥じらいを持ってほしいって言ってるのよ」

「そんなものあるわけないだろう」

　――前言撤回、この男はなにも変わってない！

　椿はつんと顔を背け、やっぱり総士は油断ならない相手だと再認識する。そんな椿をよそに、惹きつけるような笑みを見せるものだから調子が狂う。

「で、なんの用件なの？」

「おまえが早急に欲しいと言っていた書類が届いた」

「だったら早くそう言いなさいよ。でも、ありがとう」

　早急に対応したい案件だったので総士が対応してくれたことは素直に嬉しい。だが、書類を受け取ろうとする指に自分の指をいちいち重ねてくるのがいただけない。しかも、なかなか放そうとはしてくれないので、気を抜くと頬が熱くなってしまう。

「どうしたらデートに応じてくれるんだよ。わがまま姫」

「わがままなのはあんたでしょ」

「欲しいものを欲しいと言ってなにが悪い」

　開き直った総士には、もはやなにも言えず自分から剥がすように指を放して彼を睨みつける。だが、笑っているところを見ると痛くもかゆくもないのだと悟る。

　結局、どんなに椿が抵抗しようとしても総士にはかなわないから悔しい。そう考えながら自分の席へと戻る。

（触れられた指が熱いなんて……誰が認めるものですか！）

　弱点を知りたかったはずなのに、いつの間にか自分の心情が変わりはじめていると信じたくなくて一心不乱に書類を作成する。　総士なんか嫌いだと心に言い聞かせても収まるどころか、胸の痛みへと変わってしまい、いまにも泣いてしまいそうで唇を噛みしめる。

　そうでもしないと、いままでの自分さえも失ってしまいそうだった。

















第四章












　書類の打ち込み作業が一段落し、ホッと一息ついてから壁掛け時計に視線を向ける。集中していて気づかなかったのか、退社時間からは30分ほど経ってしまっていた。部署内は、もうすでにみんな帰ったようで、静けさに満ちている。

（もう、こんな時間か……。最近は総士のこともあって、なかなか仕事に集中できなかったのに）

　気づけば、触れられた指の熱さを忘れたくて、我を忘れてキーボードを打っていた。

集中しているときは気づかなかったが、いつのまにか机の端に置かれていたメモを手に取った。

『先輩、お疲れさまです。社長から、先輩がお仕事に集中されているのでそっとしておくようにと言われたので先に帰ります。田所』

　女の子らしい文字で書かれた優樹菜からのメモにくすりと笑みがこぼれる。どんなときも椿を気遣ってくれる、彼女の優しさが嬉しい。

　そんなことを考えながら机の片付けをしていると、総士が部署に入ってきた。

「もう、仕事は終わったのか？」

「うっ、うん」

「だったら、まだ時間に余裕あるし、最近この近くにできた水族館にでも行かないか？　取引先の社長から入場券をもらったんだ」

　あの事件以来、総士があの手この手で自分をデートに誘おうとしているのはわかっている。入場券だって取引先の社長からもらったなんて本当かどうかもわからないのだ。それなのに、いまの椿には即答で言い返すことができない。

　おかしい――。

　ついこの間までは適当にあしらえていたはずなのに、いまの椿には断りの言葉すら見つからないのだ。

「どうした？　いつもならここぞとばかりに言い返してくるのに、おとなしいな」

「別に……、金曜の夜だし、暇だから……付き合ってあげてもいいよ」

「やっと、お姫様のお許しが出たみたいだから、最高のデートをして差し上げますよ」

　おどけたように丁寧語で話してくる総士に鼓動が大きく高鳴り、ドキドキが抑えられなくなる。本当はまだ総士とデートをすることにとまどっているのだが、自分の気持ちがわからなくなっていた。

「ほらっ、早く帰るぞ。姫」

「わっ、わかってるよ」

　いつもより優しく見つめられていることに居心地の悪さを感じながらも、帰り支度を急ぐのだった。










　帰り支度を済ませてから総士と水族館へと向かう。同僚たちが、よく退社後にデートをすると聞いたことがあるが、自分には縁のないことだと思っていた。

　にも関わらず、暗闇に浮かび上がるアクアリウムブルーの中で泳ぐ色とりどりの魚たちをぼんやりと見ている自分が、いま目の前の水槽に映っている。

「けっこういいところだよな」

「おしゃれな水族館だから、やっぱり恋人たちが多いね」

「俺たちもそう見られてるかもな」

「……バカじゃない！　絶対に見えないし」

　笑いながらそんなことを言ってくる総士からツンと顔を背けると、さりげなく手を握られて動揺する。これだけのイケメンにそつがなくエスコートをされていてはデートと思われてもしかたないが、椿にはそれを素直に受け入れる器がない。

　それどころか、男性とデートすらもしたことがないのでとまどうばかりだった。






　はっきりと言えば、なんだかんだで仕事が楽しくてそれどころではなかったといまなら思うのだが。

「……本当、総士ってなに考えてるかわからないよ」

「おまえが色恋沙汰に疎いってのもあるけどな」

「恋愛なんてあまりしたことがないから、しかたないでしょ」

　恋愛に少しでも向き合えていたのならこの状況に困惑をしなかったはずだし、総士に対してもちゃんと向き合えていたのかもしれない。そこで椿は自分がどれほど恋愛偏差値が低いのかに気づいて、落胆する。

「恋愛なんてしてなくても責めたりしないから、そんなに落ち込むなよ」

「落ち込んでないし……」

「椿って案外素直でかわいいところもあるよな」

「だから、知らないっ！」

　きらめいたムードがあふれる空間は日常からかけ離れているのに、自分たちはいつものような言い争いをしている。きっと、元気づけようとしてくれているのかもしれない。

　――そう言えば、私が落ち込むことがあるとなにかとかまって元気づけてくれたっけ……。

　その手段は思い返すとかなりわかりづらいものが多かったが、いまやそんなところにも総士の優しさを感じてしまうようになった。不思議でしかたないと思うものの、自分の気持ちに嘘はつけない。

（悔しいけど、私、総士のことが好きなのかもしれない……）

　弱点を知ろうとしていたはずなのに、罠にはまってしまったのは自分のほうだったようだ。いつのまにか好きになってしまった。わかりづらい優しさに気づいてしまうほど、どうしようもなく惹かれているのがわかる。

　どんなに否定しても、ふたりだけの時間が楽しいと感じてしまえば認めるしかない。

「館内のレストランで飯でも食うか？」

「つきあってあげたんだから当然でしょ」

「ところで、この後はホテルにもつきあってくれるのか？」

「そこで調子に乗るな。この変態！」

　乙女心も知らずに卑猥な誘いをしてくるから、憎らしいにもほどがある。

　恋人だったらロマンティックな時間を過ごして気分が高まって、ということもあるのかもしれない。

（大体、デリカシーってものがないのよ。このバカには……）

　心の中で罵ってみるものの、こんな男だとわかっている上で、総士を好きになった自分の負けな気がする。

ふいうちで、さりげなく手を握られて椿の心臓がどくんと音を立てる。

「とにかく飯に行くぞ」

「まっ、待ってよ。本当にいきなりなんだから」

「そんなに見ていたいなら、飯を食ってからまた見て回ればいいだろう」

「うっ、うん……」

　この場所から離れるのが残念だと思う椿の気持ちを見透かしたからだろうか、そう口にした総士が少年のように屈託のない笑顔を見せた。そんなささいなしぐさにもドキドキしてしまうのだから、もはや現状から引き返すことは難しそうだ。

　そんな気持ちに気づかれないように冷静に振る舞うが、胸の高鳴りはずっと続いたままだった。










　フードエリアにあるカフェバーに到着し、店員に注文したところであたりを見渡すと、無数の光に包みこまれた水槽が見えた。まさにアートとも呼べる幻想的な世界に総士とふたりきりでいるような錯覚を覚える。

「なんか、総士がこんなところに連れてくるのって意外だよね」

「俺がいかに紳士なのか、これでわかっただろう」

「紳士は紳士でも、エロ紳士だってことは知ってる」

「あいかわらずひでぇ言われようだけど、あながち間違ってないな」

　コーヒーを飲みながら笑っている総士につられ、ラベンダー色のカクテルに口をつけた。口当たりが爽やかで、飲みやすい。親睦会のときに失態をしてしまったせいもあって、飲みやすいお酒にしてくれたのだろう。

「でも、ここでおまえを強引に誘ってもつまんねえからやめとくよ」

「へっ……？　今日はずいぶんと物わかりがいいのね」

「椿が俺に抱かれたいって言うのなら、もちろん遠慮はしないけど」

「そんなわけないでしょ」

　笑い合いながらそんな話をしているが、総士はきっと椿の変わりはじめている気持ちに気づいているのかもしれない。そう思ったところで、料理がテーブルに運ばれてきた。

　鉄板焼きに載せられた厚みのあるステーキを切り分けて口に運ぶと、濃厚な肉汁がじゅわっと広がり、幸せな気分になる。

「おまえの食べてるときの顔っていいよな」

「食い意地が張ってるって言いたいんでしょ」

「そうじゃなくて、俺は幸せそうに食ってる椿の顔がかわいいって言ったんだ」

「……そういうこと、簡単に口に出すから信じられないのよ」

　甘い言葉でささやいてくることをずるいと思いながらも、再び切り分けたステーキを口にする。だが、内心は、彼の視線を意識するあまり、料理の味さえもよくわからなくなっていた。










　それから、また水族館を見て回った後は、帰りがてら総士の車でドライブをすることになった。これまでに何度か総士の車を見かけることはあったが、自分が助手席に乗せられるとは夢にも思わず不思議でしかたがない。

「今夜はちゃんと家まで送り届けてやるから安心しろ」

「……っ、別に、警戒なんてしてないし……」

「ちょっと不満そうな声だな。そんなにご不満なら俺の部屋に行くか」

「そんなんじゃないからっ」

　親睦会の夜は強引にお持ち帰りしたくせにと内心では考え、慌てて首を横に振る。これではきっと総士の思うつぼだ。

「俺としては椿を抱きたいけど、ここまで待ったんだ。おまえの気持ちを優先しないとな」

「えっ……？」

「いいかげん認めろよ。俺のこと、好きなんだろう？」

「ちが……っ」

　自分の気持ちを言い当てられて驚くが、いつのまにか車を止めた総士は優しいまなざしで見つめてくる。

「ここまで大切にしてやりたくなるのは、おまえだけだ」

「わっ、私……は……」

「認められないならそれでもいい。だから、待っててやる」

　その言葉を言い終えたと同時に甘いくちづけをされ、椿は大いにとまどう。それと同時に総士の気持ちが心に沁みてどうすればいいかもわからなかった。

　――総士のくせに敏感すぎるでしょ……。

　自分の気持ちを見透かされているだけでも悔しいのに、なおかつ恋に不慣れな椿の歩調に合わせるつもりなのだろう。総士を相手にして逃げられるわけがないと、ようやく理解する。

　唇に触れた彼の感触が椿の乙女心を甘く蕩かし、いつしか夢中でキスを受けていた。

「焦って俺のものにならなくてもいい。いまさらだけど……」

「本当にいまさらだよ」

「もう椿を手放すつもりはないから、よく覚えておけ」

　甘いふたりだけの時間さえも楽しくてしかたないのだから、もう手の施しようがないだろう。いまごろになって総士に恋をするなんて想像もつかなかっただけにこれからどうすべきかを思い悩んでいた。










　結局、総士はあのデートの日、本当になにもせずに帰っていった。

　ついに自分の恋心を自覚した椿は、悩みが増えていく一方だった。自分が素直になればそれでいいのはわかっているが、八年の年月はそう簡単に人を素直にはしてくれないらしい。

　――いま香奈恵に会ったら、絶対に言い逃れできなさそう。

　気がつくと、香奈恵が地元に帰ってくる日が近づいている。

　総士のことで悩んでいることを、勘の鋭い香奈恵に問いつめられたらと思うと怖い。

（今日は息抜きにひとりカラオケでも行こうかなぁ。総士といる気分でもないし）

　いつものように仕事をしながらも、悩みすぎてついそんなことを決心したところで電話が入り、慌てて電話に出た。

「お電話ありがとうございます。企画室、担当の深山です」

「おまえは電話の声もかわいいな、椿」

「なっ……！」

　電話でこんなふざけたことを言ってくるのは、総士しかいない。声の主に気づいた椿は、驚きのあまりつい声を上げてしまった。午後から取引先へ出張しているので、スマートフォンから電話をしてきたのだろう。

「今日は会社に帰らないから、みんなには帰りを待たずに適当に切り上げて帰るように伝えてくれ」

「はい……」

「椿は会社で待っててくれたら嬉しいんだけどな、なんて」

「絶対に待ちませんっ！」

　思わず声を張り上げてしまい、焦って周囲を見渡すと好奇の目線が痛い。

「総士のバカ！　あんたのせいで、みんなに変な目で見られちゃったじゃない」

　今度はみんなに聞こえないように小声でそう告げると、当の本人はなにもかもお見通しだったようで電話越しでくすくすと笑っている声が耳に届く

「とにかくそれと、確認が必要な書類は明日目を通すと伝えておいてくれ」

「わかりました」

　用件だけを伝えてすぐに切れた電話にため息を漏らすが、うかうかしている場合ではない。主任としてやるべきことをしなければ。主任になりたての頃は自分の仕事で手一杯だったのに、いまは周りの部下たちに気を配ることもできるようになった。

「いまの電話は社長からだったんですか」

「うん、今日は会社には帰らないからみんなに伝えてくれって」

　心配そうな声で話しかけてくる優樹菜と一言二言ほど言葉を交わしてから、部下たちにもその旨を伝えると、椿はふたたび仕事に向き合うことにした。










　退社後、椿は自宅に帰る気にもなれずひとりで街を歩いていた。いつもであれば総士に迫られて疲れているはずなのに、心の奥底には寂しさだけが残っていた。

　想像以上に総士への恋心が膨れあがっていることが悔しくてたまらない。

「深山？　おまえ、深山椿だろう？」

　うつむきながら街を歩いていると突然前から声をかけられた。ハッとして顔を上げるとそこに懐かしい顔があることに気づく。

　椿よりも三歳年上の大学時代の先輩であり、初恋の相手だった。当時よりも男らしさに磨きがかかっており、身につけている水色のネクタイがよく似合っている。

「さっ、真田先輩……ですか!?」

「よく覚えてたな。深山」

「忘れるはずないじゃないですか」

　仕事をするようになってから心の奥底に封印してきた甘酸っぱい記憶が蘇ってくる。

（あのときは総士に邪魔されて終わったけれど、もしも付き合えていたらいまごろどうなってたのかな？）

「時間があるなら、どこかでお茶でも飲まない？」

「仕事帰りなので大丈夫ですよ」

「そういえば聞いたことなかったけど、いまどこの会社にいるんだ？」

「『sindo』に勤めてます」

「ふーん」

　真田が、なぜか会社名を出しただけで眉をひそめる。そのことをいささか不審に思いつつも、大丈夫と言ってしまった手前、いまさら断れずに導かれるまま近くの喫茶店へと向かう。

　連れてこられたのは、レンガ作りのおしゃれな外観の店で、店内を覗いてもとても居心地の良さそうな雰囲気に溢れている。にも関わらず、なぜか心には不安が生まれていた。

（先輩は悪い人じゃないけれど、このまま一緒にいてもいいのかな？）

　真田が不快そうな顔を見せたのはほんの一瞬だったし、ここまで警戒する必要もないのだろう。そう思うのに、どうしてもためらいが拭えなかった。

　それどころか、蘇ったはずの淡い恋の記憶はいつの間にか萎んで消えてしまっている。

「この店でいいよね」

「はっ、はい……」

　にこりと微笑んでエスコートをする真田は王子様そのものだ。やはり、さきほどのは見間違いだったのだろう。気のせいだと思い直して店内へと入った。ウエイトレスに案内をされて通路側の席に座る。

「でも、こうして深山に会うなんてラッキーだったな」

「えっ……？」

「かわいい後輩と久々に会えたんだ。嬉しくならないわけがないだろう」

　内心本当にそう思っているのか訝しむが、適当に話を合わせて微笑む。

「ところで、おまえと仲が良かった宮園は元気か」

「香奈恵はいま静岡にいて、今度、結婚報告も兼ねてこっちへ戻ってきますよ」

「あの宮園が結婚か……、で、深山のほうはどうなんだ？」

「結婚どころか……彼氏すらもいませんし」

　苦笑しながらそうつぶやいた椿だったが、真田が鋭い目で睨みつけてきたことに驚いた。まるで、嘘をついているとでも咎められているようだった。

「最近、おまえ、あの男と水族館に行っただろう？」

「えっ……？」

　それまで椿に見せていた王子様のような表情が消え、真田は一瞬で憎悪を露わにする。

（急にどうして？　あの男って、まさか総士のこと？）

　怖い……。そう思ったところで真田が腕を掴もうと手を伸ばしてきたが、その腕が椿に触れることはなかった。

「人の女に気安く触らないでくれますか、真田先輩」

　丁寧な口調ながらも怒りを含んでいる声が聞こえ、振り返るとそこにいたのは、ほかならぬ総士本人だった。どうしてここにいるのか不思議でたまらないが、それと同時に安心して身体のこわばりがとける。

「二度と椿に近づくなと、俺は警告しましたよね」

「警告？　そんなもの記憶にないな。おまえへの恨みだけは忘れてないが」

　まさに険悪そのもので、睨み合う総士と真田にびくりと身体を竦ませる。そこで、総士が財布から一万円札を取り出して、机に叩きつけた。

「あんたとは話したくもないしこれ以上関わるつもりはないが、椿だけは返してもらう」

「深山は彼氏すらいませんと言っていたのに、ずいぶん強気な負け犬だな」

「椿を口説くなら、こいつの性格ぐらいわかってから行動してくれませんか？」

　冷たい口調でそう言い放った総士が椿の手を強引に掴んだ。ふいに見えたその真剣な表情に心臓が音を立てる。

　凍りつくように冷酷な鋭い目つきなのに、包まれた手に温かいものが感じられるのはどうしてだろう。気のせいだと思いながらも席を立った椿は、総士に腕を引っ張られて喫茶店を後にした。










「ちょっ……痛いから放して」

　店を出ても、力強く掴まれたままの椿は、ジンとしびれた腕を放してもらおうと必死で痛みを訴える。にも関わらず、放してくれるどころか無言のまま、椿を離すまいというようにしっかりと腕を掴み直す総士に困惑する。

　彼が椿に対して怒っているのはあきらかだし、なにが総士と真田の間にあったのかわからない。だが、一触即発の険悪なムードだったのはあきらかだった。

「なんで、真田と喫茶店にいたんだ？」

「へっ？　それは、さっき本当に偶然会って……」

「おまえにとっては偶然でも、あの男が悪意を持っておまえに近づこうとした可能性だってあるだろう」

「あっ、悪意とか……、どうして昔から先輩のことをそこまで悪く言うの？」

　こんなやりとりをしたのは大学時代――、総士が椿と真田の邪魔をしたとき以来だ。そのときも同じように言っていた。

　それだけに、なにか事情があるようにも感じられる。

「そんな様子じゃ、お仕置きするしかないよな。帰してやるつもりはない」

（お仕置きって……どうしてそうなる!?）

　原因は真田と喫茶店にいたことなのだろうが、それだけのことでなぜこんなにも怒られているのか納得がいかない。おまけに力強く腕を掴まれ、逃げることさえもできずにホテルに到着する。

「待って、どうしてそんな……」

「おまえが、きちんと身体に言い聞かせないと、俺の警告すら聞かない女だからだ」

「そうじゃなくて、先輩との間になにがあったの？」

「あの野郎のことを話す必要はない。反吐が出るくらいだ」

　椿の気持ちも知らずに言い放つ総士に怒りがこみ上げて、この手を振りほどこうかと思った。だが、切羽詰まった総士の顔にそれを阻まれてしまい、部屋まで付いていくことしかできなかった。

　ドアの鍵を閉めると同時にキスをされ、分厚い舌で口腔を蹂躙される。

「ふぁ……んっ……」

　やっとの思いで拒否の言葉を紡ごうとしても甘い声に変わってしまい、ついには腰をぐいっと抱き寄せられてしまった。怖いぐらいの力強さに身体が震え、初めて総士の怖さを感じてまなじりに涙が浮かぶ。

　そこで身体がふわりと持ち上げられ、驚いて顔を上げるとなぜか総士の表情が哀しげに見えた。

「……そっ、総士？」

「いつになったら、おまえは俺に心をくれるんだろうな」

「まっ……待って……」

「こんなことなら、おまえの気持ちなんか考えずに最初から奪っちまえばよかった」

　――違う……。違うの、総士……。

　いますぐにでも自分の気持ちを伝えたい気持ちと真田との間になにがあったのか教えてくれない苛立ちに心が揺れる。だが、肝心なことを一切口にできないまま寝室へと連れて行かれてしまう。

「お願いだから話を聞いて……」

「好きな女のお願いでも、今夜は聞いてやるつもりはない」

　その言葉と共に乱暴にベッドに降ろされ、体を組み敷かれしまう。もはや抵抗すら許さないと言うように、椿を見下ろした男の瞳にまっすぐに見つめられていた。

「どうして、あんな野郎に付いていったりしたんだ？　無防備にもほどがあるだろう」

「ちがっ……」

「あの男はおまえが思っているようないい人間じゃない」

「だったら、その理由……」

　総士は理由を聞こうとする度にキスで唇を塞ぐ。口腔を蹂躙するようなくちづけに翻弄されながら耳朶を甘噛みされるだけで、肢体が甘くしびれて動けなくなる。

　甘いくちづけにうっとりしている隙に、ブラウスのボタンを早急に外され、椿の身体を纏っていたものがあっさりと脱がされていく。その上、卑猥にも舌で耳から首筋をなぞられ、その会館に思わず身を竦ませた。

「やぁ……んっ……」

「そんないやらしい声を出してやめろって言われても、説得力がないな」

「お願い、やめっ……」

「首筋を舐めてるだけなのにいやらしいな、椿」

　総士の言葉を否定したくてぶんぶんと首を横に振るが、乳房を鷲づかみにされてしまい困惑する。こんなのは嫌だと思っていても椿の身体からは徐々に力が抜けていく。

「おっぱいを揉まれただけでおとなしくなるなんて淫乱だな」

「私は……淫乱なんかじゃない……」

「胸を触られるのがそんなに好きだなんて、はしたない子だな」

　円を描くようにじっくりと胸を揉みしだかれて、淫猥な手つきで乳頭をもてあそばれるだけで身体が甘い愉悦に包まれる。こんな乱暴な愛撫なのに、椿の身体を労っているようにも感じられるなんておかしい。

　乳頭を指の腹でこすられただけで全身がびくびくと震える。

「お仕置きをされているのにこんなに目を潤ませて、誘っているのか？」

「ちがっ……」

「あいかわらず素直じゃねえな。おまえ……」

　呆れたように肩を竦めながらも乳頭を口に含ませ、舌先でゆっくりと転がされる。じらされている感覚に腰がはしたなく揺れ、椿は淫らな自分の身体を恥じた。

「いじわる……しないで……」

「いじめてるんじゃなくて、お仕置きしてるんだろう。椿」

　胸の頂に歯を立てられた衝撃に身体をしならせると、いつのまにかスカートの中に忍び込んでいた指が太ももを淫らになぞってくる。快楽を知った乙女の身体には、それすらも甘く蕩けるような官能に変換されてしまう。

「もうここを濡らしているなんて、椿は本当に淫乱だな」

「誰のせいだと……！」

「俺が触る前から、おまえのここは蜜で濡れていたぞ？」

　ショーツのクロッチから侵入してきた指が下腹部をなぞり、くちゅくちゅと水音を奏でる。それを認めたくなくて身体をよじって抵抗しても、蜜で溢れた花壷に指が差し込まれた。

「やぁ……、それ、だめ……」

「俺の指がこんな簡単に入っちまうなんて、ついこの間まで処女だったとは思えないな」

「そんなこと……」

　男らしい指で浅瀬を焦らすようにかき回されて、蜜が零れていくのがわかる。そんな自分が悔しくてたまらないのに、淫らな身体は男の思うままに反応してしまう。

　胸をもてあそんでいた舌が徐々に下に降りていったかと思えば、太ももに到着し敏感になった内腿を這う。

「ひゃっ……んっ……」

「さっきから喘ぎ声ばかりだな。そんなに気持ちいいのか？」

　くすくすと笑う総士の声に、カッと熱くなった身体が火照り出し、椿は恥ずかしさのあまりにうつむく。気を抜いたら泣いてしまいそうで自然と脚に力を込めた。

「そろそろ、ここを舐めてやるか……」

「ちょっ……」

「この間も気持ちよさそうにしてたもんな」

　首を横に振って否定しても、総士は容赦なく足を割り開き、下腹部に顔を寄せてくる。唇で花芯をついばまれた瞬間、椿の身体に戦慄が走り、どうにもできない波に飲み込まれた。

　舌先がちろちろと秘粒を転がし、その度に快楽の波にさらわれてしまいそうになる。

「総士……だめっ……」

「だめなんかじゃないだろう？　お姫様」

「そんなにされたら……わたしっ……」

「お仕置きなんだから、抵抗せずに俺のことだけ感じてろ」

　腰をびくびくと揺らして刺激を逃がそうとしても、次々と新しい刺激が与えられ、椿はとまどうことしかできず甘い吐息を漏らす。

　驚くほど敏感になった花芽からやっと唇が離れ、涙がぽろりとこぼれ落ちた。

「泣くほど気持ちよかったのか？」

「泣いてなんか、ないんだから……」

「嘘つきなうえに、強がりだよな。本当に……。でも、そこがかわいくてたまらない」

　あやすように抱きしめられ、居心地の悪さにどうしていいのかわからなくなる。こんな自分を見せるなんて一生の不覚なのに、包みこむ腕はどこまでも甘い。

「これに懲りたら、俺以外の男に隙なんて見せるんじゃねえぞ」

「見せてないもん……」

「ただでさえおまえは、気が強いくせに危なっかしくて放っておけないからな」

　ばかにされて悔しいはずなのに、いじわるげに微笑む総士に吸い寄せられるかのようにキスをする。

「今日は後ろからも突いてやるから、いい子にしてろよ」

　体の向きを変えられ、背中に舌を這わされる。びくりと身体を震わせると、肉茎が一気に押し入ってきた。そのことに驚いて振り向こうとするが、見させまいとするかのように、顎を掴まれてしまい、総士の顔を見ることができない。

「やっ……総士……」

「お仕置きされるようなことをするおまえが悪いんだろう？」

「でも……ひゃっ……んっ……」

　打ちつける熱の塊で蜜襞をこすりつけられ、激しい抽挿に涙が滲む。怖くてたまらないのに、全身が甘く蕩けるような官能に包まれていく。

「気持ちよさそうな声だな。これじゃお仕置きになんねえか」

「もう、おしおきは……やぁ……」

「かわいく懇願しても許してやらねえよ」

「それは……っ」

　真田に声をかけられて、懐かしさのあまりお茶ぐらいならいいと思ってしまった。でも、それが間違いだったと気づいても、肉竿に貫かれたままでは、身体中が熱くしびれて謝るどころではない。そもそもこの調子だと椿の話自体聞いてはくれないだろう。

　身体を繋ぐことはできても、心がすれ違ってしまうことほど寂しいことはない。だが、昂りを抑えようとする心とは反対に、身体は貪欲に快感を吸収しようとする。

「あっ……そこっ……いやぁ」

「椿はここを激しくこすられるのがいいんだよな」

「おかしくなっちゃ……」

「おかしくなればいいんだよ」

　最奥を肉茎で責め立てられながら、同時に花芽も指でこすられてしまい、さらなる悦楽が与えられる。壊れてしまうかと思うほど穿ち続けてくる灼熱の楔が思考さえも奪い、椿は逃げることもできないと感じていた。

「そのまま俺に溺れて、おかしくなってくれ……」

「そっ……そんな……」

　荒々しい腰使いに反して、耳元でささやかれる総士の声はせつなげで、心を揺さぶられる。朦朧とした頭のまま、強引に顔の向きを変えられ、唇にキスの雨が降り注いだ。

　しびれるような熱と総士の悲しそうな表情に胸を抉られながら、椿は意識を手放した。

















第五章












　結局、真田との間になにがあったのかを総士から教えてもらうことはできなかった。自分が知らないだけで、二人の仲を険悪にさせた出来事があるのは確実だと思う。

　考えれば考えるほど総士が隠し事をしているようで腹立たしい。にも関わらず、切羽詰まった顔をして自分を抱いた彼の顔が忘れられなかった。

　真田と会った日から、彼がなにも言ってくれないせいで、仕事中でもぎくしゃくしてしまって落ち着かない。それどころか、いつもの軽い言い争いすらもしなくなっている状況が、なんだかさみしくてたまらなかった。

「椿、ちょっとこっちへ来てくれないか？」

「あっ……、はい……」

　パソコンで書類を作成していると、自分を呼ぶ総士の声が聞こえて、慌てて席を立って彼の机へと向かう。あいかわらず呼び捨てなのに、なぜかその距離が遠く感じられた。

「なんでしょうか？　社長」

「急で悪いが、今日中にこの資料をまとめてもらってもいいか？」

「はい、いま進めている作業が終わり次第取りかかれます」

　やりとり自体は上司と部下のそれで、外面上問題はない。それなのに、どうしてだろう。こんなに胸が苦しいのは初めてだ。

　これまでは顔を合わせる度にケンカばかりしていたはずなのに。犬猿の仲だと思い込んでいたはずのに……。

　いまになってようやく、自分たちの関係がただの犬猿の仲ではなかったことに気づく。

「おまえの作成した書類は見やすいから会議でも助かってるよ」

「あっ、ありがとうございます」

「よろしく頼むな。椿……」

　少し前の総士なら、部下を労っても椿には言ったこともなかったような言葉をかけられ、そのことが逆にツラい。自分の気持を総士に悟られないよう、伏し目がちに一礼をして自分の机に戻った。

　視線を上げると心配そうな優樹菜と目が合い、椿は少し気まずさを感じてしまう。

「先輩……、大丈夫ですか？」

「ちょっと仕事は増えたけれど、大丈夫だよ」

「ならいいんですけど……。今日は定期の重役会議ですよね」

「うん、重役会議の時間が近くなったら、準備に行かなきゃね」

　椿の顔を見るなり心配そうな顔をする優樹菜に微笑んでから、再びパソコン画面と向き合う。自分の変化を周囲に見せないように振る舞っているつもりだったが、どうやらできていなかったようだ。

　そんな自分が情けなくて小さくため息をつく。

（ケンカをしているときはあんなに腹が立ってたのに……。どうしていまになってこんな気持ちになるの？）

　せつなさを押し殺そうとするものの、胸の中には小さなしこりがのこったままだった。










　重役会議の時間が迫り、椿は優樹菜と会議室へと足を運んだ。椿が作成した資料と共に、総士が作成した書類も机に並べていく。

「新プロジェクトの商品名は『Camellia』って言うんですね」

「そうね……。でも、まだ正式名じゃないから」

「でも、日本語で椿っていう意味ですよね」

　優樹菜の言葉に胸がドキリと高鳴る。たしかに自分の名前と同じブランド名ではあるが、ただの偶然だろう。

「商品名は広報部の意見も大きいから、いくら社長とはいえ一存では決められないし、たまたまじゃないかしら？」

「それだけじゃないです。いま社長が新プロジェクトで手がけている作品は、ウエディングランジェリーって噂もあるんですよ」

　思いも寄らなかった優樹菜の言葉に心臓が鷲掴みされたような気分になる。ウエディングランジェリーの商品化は以前よりお客様から要望されていたものの、総士自身にデザインする意思がなかったはずだ。

　それなのに、どうして今になってそんな噂が出るのか不思議に思う。

「どうしてそんなことを言うの？」

「先輩には、社長と幸せになってほしいから……」

「優樹菜ちゃん……」

　自分のことを気にかけてくれる優樹菜の言葉に胸がぎゅっと締めつけられ、いまにも泣きそうになる。

「違うって言われちゃうかもしれませんが、ケンカができるって心を許した人でないと無理だから……」

「優樹菜ちゃんの言うとおりかも。……でも、総士の前では素直になれなくて」

「私の彼氏も同じ部署ですけど、しょっちゅうケンカしてますよ」

「えっ……？」

　くすくすと笑いながら話す優樹菜に驚きながら、作業する手を止める。思えば彼女とは部署で話すのみで、お互いのプライベートな話はしたことがなかったといまさらながら気づく。

「上坂くんとは入社してすぐからずっと付き合ってます」

「嘘っ……、そんなふうには見えなかった」

「会社では先輩以外だと社長しか知りません」

「そっ、総士は知ってたの？」

「上坂くんの言動でなんとなく勘付いたらしくて、問い詰められたみたいです」

「そうだったんだ」

　知っていたなら教えてくれてもいいのにとも思うが、カップルにはいろいろと事情があるのだといまならわかるような気がした。

　自分の周りにいる恋人たちは、それぞれに事情を抱えながらもみんな幸せそうだ。しかし、肝心の自分の恋路はというと、総士が肝心なことを言ってくれないせいでなにもわからないままだ。

「事情もわからず、出しゃばったこと言ってごめんなさい」

「ううん。でも、優樹菜ちゃんのおかげで少し元気が出たから」

　いつも穏やかに見えて、ここぞというときに力強い優樹菜の言葉はいつも元気をくれる。いつのまにか、頑なだった自分を少しでも変えたいと思えるようになっていた。










　休日の午後になり、香奈恵と待ち合わせをしているファミレスに到着する。大学の近くにあるその店は何度かリニューアルしているが、茶系で統一された店の雰囲気はいまも変わることがなく居心地が良かった。

「椿、こっちこっち！」

　店内に入ってすぐ香奈恵の声が聞こえ、母校の校舎が見える窓際の席へ向かう。椿よりも少しだけ背の高い香奈恵はサラサラしたストレートのショートボブがとてもよく似合っている。

「久しぶりだね、香奈恵」

「こっちに帰ってくるのはお正月以来だもん」

「そうだよね……」

「積もる話は置いといて、先に注文しないとだね」

　連絡自体は頻繁に取り合っているのだが、なかなか会って話すことがないのでついつい長話になる。それがわかっているので、椿も彼女の言葉に素直に頷いた。

　注文を終え、一息ついてから水に口をつけると、香奈恵が意味ありげに微笑んでいる様が目に入る。

「なに……、ニヤニヤした顔して」

「椿がずいぶん綺麗になったから、いよいよ鉄壁の魔神に堕ちたのかなって」

「そっ、そんなこと……ないよ」

「ほほう、しかもその反応ときた。私には隠しても無駄だからね。一番に言うって約束でしょ。魔神となにかあったの？」

　やはり、電話で話をしたときから、なにかしら勘付いていたようだ。もしものときに備えて、ある程度覚悟はしているつもりだったが、あまりにも直球な質問に慌てふためいてしまう。だが、香奈恵相手には言葉を濁したところで無駄なので、しかたなくいままでの経緯を説明することにした。

「あの俺様ヘタレがずいぶん思い切った行動に出たもんだね」

「へっ!?　俺様ヘタレ……？」

「だって、八年も惚れてる子に手を出せなかったんだよ。真田先輩の件があったとはいえ……」

「真田先輩って……。香奈恵、もしかして総士と先輩の件についてなにか知ってるの？」

「えっ……？」

　真剣な表情で香奈恵を見ると、彼女はしまったという表情で椿から顔をそらす。彼女の反応を見てなにがあったのかを知っていると確信し、椿はいてもたってもいられなかった。

「香奈恵、なにか知っているのなら包み隠さず教えてほしい。そうじゃないと、私、前に進めない」

「……そうだよね。椿も総士のことが好きになったみたいだし……。もう、時効だよね」

「どういうことなの……？」

「……椿と真田先輩がいいムードになったとき、総士と先輩が殴り合いのケンカになったの覚えてる？」

「うん……」

「実は、総士は自分を陥れるために先輩があんたに近づいたのを知って、先輩を殴ったの」

　告げられた言葉はあまりにも衝撃的すぎて、うまく頭の中で整理ができない。当時は先輩との恋路を総士に壊されたと思い込んでいたし、あのときから犬猿の仲だと思っていた。

　だけど、それは自分の勝手な思い過ごしで真実は別にあったということだろうか。

「ちょっと待って。……そうだとしても、どうして先輩は総士のことを傷つけようとしたの？」

「それはね、もちろん総士は意図せずだけど、先輩の彼女が総士のことを好きになっちゃったからみたい。それで寝取られたって勘違いした先輩が復讐しようとしたみたいだよ」

「どうして教えてくれなかったの？」

「総士から口止めされてたの。こんな話を聞かされたら椿を傷つけるだけだからって」

「そんな……」

　先輩と再会したときに感じた違和感がどんどん大きくなると同時に、総士がなぜあんなにも自分を叱ったのか……その理由に気づく。

「総士がそんな気持ちでいたなんて……私っ」

「だから、意地を張ってないでさっさとくっつけばいいのよ」

「そんなのわからないよ。それに自分の気持ちだって、最近気づいたばかりなのに」

「本当に嫌いな男と何年もずっとケンカなんてできないでしょ」

　そう言われてみれば、自分の性格上、本当に嫌いな人間ならそもそもケンカをしようとも思わないし、同じ空気すらも吸いたくない。そう気づいた瞬間、椿は真田を好きだと思った、いや、思い込もうとしたきっかけを思い出した。










「なぁ、椿……。おまえと今日一緒にいた女子って誰だ」

「ん？　同じ学部の山下さんかな」

「あの子めちゃくちゃかわいいから、今度、彼女呼んで合コンしようぜ」

「……真田先輩も連れてきてくれるなら、いいよ」

　総士がそんなふうに椿と一緒にいた友達を褒めたことから、それに対抗してサークルでも王子様のように扱われていた真田のことを好きだと言いはじめるようになったのだ。

　総士が自分以外の女の子をかわいいと言うことが悔しい――。そう思ったときから、本当は総士のことが好きだったのかもしれない。










「……私、とんでもない間違いを犯したのかもしれない」

「椿は、総士がほかの女子を褒めたからって、先輩を好きだって思い込んでただけだよ」

「香奈恵は最初からわかっていたの？」

「そりゃ、毎日のように聞かされてたら、わからないほうがおかしいでしょ」

　どうやらこの親友は八年も前から椿と総士の心の奥を読み取っていたようだ。香奈恵がしきりに自分たちの恋路を聞いてきた理由がこれでようやくはっきりした。

「大体、私の結婚話が持ち上がってるのに、危機感を覚えないなんて焦れったいにほどがあるよ！」

「そんなこと言われたって……」

「私にここまで言わせたんだから、椿もいいかげん素直になりなさい」

　呆れたようにお説教をする香奈恵に頭が上がらない。

　だが、一方で、いまの椿には彼女から告げられた言葉が、ストンと腑に落ちるような感覚もしていた。

「私の結婚式には、ちゃんと恋人になって二人で参加すること。いいね」

「……うん」

「なら、この件はここまでにして、別の積もる話でもしようか」

　そう言って、彼女は話を切り替えるようににっこりと微笑んだ。

（香奈恵には、きっとこの先ずっとかなわないだろうな）

自分の気持ちを後押ししてくれた親友に感謝しながらも、椿は総士に自分の想いを伝えるタイミングに思いを巡らせていた。

















第六章












　楽しい時間を過ごした後、椿と香奈恵は駅までの道を歩いていた。大学時代、毎日のように通っていた通学路を親友と歩くだけで、なつかしさがこみ上げてきた。

「そういえば、総士って個人ブランドを立ち上げたんだっけ」

「うん、社長とデザイナー業で忙しく仕事を回してるよ」

「ネットで見たんだけど、総士、ウエディングランジェリーも手がけるようになったんでしょ？」

「そうみたいだね。私も人づてに聞いただけだから、よくわからないけど」

　総士が、会社では社長業をこなし、デザイナー業は自宅とは別のアトリエで行っていることは知っている。だが、直接行ったことはなかったし、行こうとも思ったことはなかった。

「さっき電話したとき、今日はアトリエにいるって言っていたから、いまからでも会いに行ってくれば？」

「へっ!?　電話って、どういうこと……？」

「彼氏に電話するって席を立ったとき、本当は総士に電話をしていたの」

　ぺろりと舌を出して笑う香奈恵に、開いた口がふさがらない。

（香奈恵、もしかしてわざと真田先輩の話をしたんじゃないの？）

　あのときはたしかに気まずそうな顔をしていたが、すべてが打ち明けられたいまとなっては、世話焼きな彼女の性格から考えても罠にはめられたとしか思えない。

「……香奈恵って、あいかわずいい性格してるよね」

「そうじゃなければ、高校時代から椿の親友なんてやってないわよ」

「……っ」

「私が放っておくと、あんたたちは不器用すぎていつまでもくっつかないもの」

　呆れたようにその言葉をつぶやいてから、香奈恵は自分の心境を話しはじめた。それによると、自身の結婚が決まって、真っ先に思い浮かんだのが、初恋をこじらせた椿だったらしい。椿と総士の件が片付かない限り、安心して嫁には行けないとまで言われる始末だ。

　その裏には、親友として誰よりも椿の幸せを願う香奈恵の優しさが込められていたのだと思う。香奈恵だけではない。沙也や優樹菜もまた、香奈恵と同じように自分のことを見守ってくれていたのだろう。

　駅に着くと、香奈恵の婚約者が待ってくれていた。彼とふたりで腕を組んで歩いていく香奈恵を見送った後、椿はさっそく総士のアトリエへ向かおうと駅のホームへ急いだ。










　最寄り駅からタクシーに乗り継いでアトリエに着くと、インターフォン越しに入るように言われて、総士の作業部屋へと向かう。緊張しながらも部屋に足を踏み入れると、それに気づいた総士が声をかけてきた。

「思ってたより早かったな。香奈恵はあいかわらずだったのか？」

「うん……」

「あんなおせっかい女と、よく結婚しようと思う男がいたもんだ」

　香奈恵がここにいたら確実に張り倒されるであろうセリフだ。にも関わらず、彼女には悪いが、俺様で傲慢なくせに、実は誰よりも不器用な彼を前にして、好きの気持ちがとめどなく溢れてしまう。

「香奈恵から聞いたよ。……総士、あのとき、先輩を殴ったのは私のためだったの？」

「……そうか。全部、聞いたんだな。アイツ、口止めしといたのに」

「ごまかさないで言ってほしいの。私、総士の口からちゃんと聞きたい」「……」

「どうして、いままで打ち明けてくれなかったの？」

「……おまえを傷つけたくなかった。最初は、好きな女が違う男を想っているならそれでもいいと思ってたんだ。だけど、実際はそうじゃなかった。真田の奴、俺が彼女を寝取ったとか勘違いして、その腹いせで椿にまで手を出そうとして……。どうしても椿を守りたかったんだ」

「うん……」

「俺、椿と出会って初めて、誰の手でもない、自分の手で幸せにしてやりたいって思えるほどの女がいるって知ったんだ」

　そこまで真剣に自分を思っていてくれた総士の気持ちに心が震えないわけがなかった。こんなにも愛されていたからこそ、いままで飽きずにケンカができたのだと初めて気づいた。

「総士のバカっ……、かっこなんかつけてないでもっと早く言いなさいよ！」

「椿……」

「そもそもあんたが、私以外の女の子を褒めたりなんてするから、対抗心で真田先輩を好きだって言っちゃったんじゃない」

　涙と一緒に本心が溢れ出してしまい、あんなに頑なに意地を張っていた心が溶かされていく。どうしてこんなに簡単な答えが出せなかったのだろうと思うぐらい、気持ちが溢れて止まらなかった。

「そんなに俺のことが好きなのかよ」

「そっ、総士だって、私のこと好きでたまらないくせに」

「好きでたまらないんじゃない。愛してるんだ」

　いつの間にか、総士の腕に抱きしめられて愛の言葉をささやかれていた。その瞬間がこんなにも愛おしくて幸せなものだとは思わなかった。

「ごめんな。おまえの本当の気持ちに気づいてやれなくて……」

「先輩と一緒にいても懐かしいと思ったのはほんの一瞬だけで、すぐに違和感しか感じられなかったから……」

「もういいから黙ってろ。おまえの口からほかの男のことなんて聞きたくない」

　椿をしっかりと抱きしめる腕が少しだけ震えていることに気づき、そっと彼の背中に腕を回した。もう、自分の気持ちを隠したりしないしこれからは総士相手にも素直でいると誓いながら、優しいキスを受け入れる。

「椿……。抱いてもいいか？」

「そういうことは雰囲気で判断するものでしょ」

「普通、そこはしっかり口説いてからだろう」

　ロマンティックな展開を期待していたのに、いつの間にかいつもの二人に戻っていることがなぜか嬉しい。そんなことを考えた瞬間、身体が抱き上げられてしまい、動揺するしかない。

「愛してるよ、椿」

「もう……！　そういうのは恥ずかしいから」

「おまえがもういいって言ってもやめてやらないから、覚悟しとけよ」

「……聞いているこっちが恥ずかしい！」

　愛の言葉をささやかれることに慣れていない椿は、羞恥のあまりに顔を背けるが頬が赤くなっているのはきっと総士にもバレているだろう。だが、総士の腕に捕まっている状況では逃れる術もない。

　心臓が早鐘を打ち続けて止まらないのは、ほかでもない総士のせいだ。

「いままで我慢してた分、一生言い続けてやるからな」

「もう……！　でも、私も……大好き」

「恥ずかしがってる椿は、かわいすぎるな」

　抱き上げられたまま寝室に到着し、身体がベッドに降ろされる。いつもよりも近い距離に総士がいると感じた瞬間、甘く蕩けるようなくちづけが唇へと降りてきた。

「椿は、俺が個人で進めてる新ブランドの名前を知ってるよな」

「うん……、この間の会議の準備で資料を見たから」

「もう気づいてるかもしれないけど、おまえの名前から付けたんだ」

「えっ……？」

　自分を組み敷いている総士の瞳がいつになく優しくて、見つめられるだけで胸がぎゅっとせつなくなる。

「ウエディングランジェリーを手がけるならどうしても『Camellia』にしたかった。俺のデザイン第一号を着させるのは椿以外考えられなかったから」

「えっ……？」

「……俺と結婚してくれないか」

「えっ、ええっ!?」

　唐突すぎる言葉をうまく飲み込めないままでいると、彼はベッドから降りて机からスケッチブックを持ってくる。

　総士によって描かれた美しいウエディングランジェリーを着た女性。それは、疑いようもなく椿だった。

「これ、私……？」

「自分の嫁になる女をイメージしないで、ウエディングランジェリーなんて作れないだろう」

「よっ、嫁!?」

　思ってもみなかった告白をされ、脳みそが沸騰しそうなほどの衝撃を受ける。

「好きな女をイメージしてデザインすることのなにが悪い」

「ひっ、開き直らないでよ。この変態！」

「その変態の嫁にされちまうなんて……かわいそうだな、椿」

　内心とんでもない男に迫られて、うっかりほだされてしまったのに、その愛の重さが心地良いとさえ感じる。そんな自分が総士から逃げるはもはや不可能なのだろう。

「俺の嫁になってくれるよな。椿」

「……しかたないから、総士のお嫁さんになってあげるっ」

「なんだよ、その言い方。でもまあ、そういうとこも椿らしいか。俺のかわいいツンデレ姫」

　この上なく恥ずかしいのに、甘いキスを落とされてしまい、なにも言えなくなってしまう。

「もう、永遠に手離す気はないからずっと俺のそばにいろ」

「あたりまえでしょ。ずっと一緒にいてくれないと許さない」

　耳朶を甘噛みされてしまい、椿は身を委ねる覚悟を決める。

「ふぁ……んっ……」

「耳を噛まれただけでそんな甘い声を出して、俺を誘ってるのか？」

「ちがっ……」

「おまえは無意識に俺を誘うからな。本当に悪い子だ」

　焦らすようにブラウスとスカートを脱がされ、下着姿になった椿は、顔をかぁっと赤らめて総士から視線をそらす。変態的な告白をされた直後では、裸を見せるよりも下着姿を見せるほうが恥ずかしい。

「おまえは本当に白がよく似合うな。綺麗だ」

「恥ずかしいから、みっ……見ないで」

　食い入るように下着姿の自分を見られる羞恥に全身が火照り、首筋をなぞる熱い舌に背中がしなる。そんな椿を楽しんでいるかのような総士に鼓動がドキリと跳ね上がった。

　羞恥心はあるはずなのに、それ以上に好きな気持ちでいっぱいにさせられてしまうからずるい。

「赤く肌を火照らせて、そんなに恥ずかしいのか」

「総士がいじわるなことを言うからでしょ」

「八年間焦らされ続けたんだから、嫌というほど俺を身体に教えこんでやる」

「そこで、ブラのホックを外さないでっ」

「やっぱり、椿はなにも着てないのが一番綺麗だ」

「……っ！」

　椿の心を知ってか知らずか、恥ずかしげもなく告げられる言葉に頬が赤く染まる。同時に、胸を揉みしだかれ、椿の全身はゆるやかな官能に支配されていく。

「いやらしい顔になってきたな。おっぱいを触られてそんなに感じるのか？」

「ちがっ……んっ……」

「もう俺相手にしか感じられないんだもんな。このかわいい胸は」

「どう……して、そんなにいじわる……なの」

　恥ずかしいのに感じてしまう自分が嫌でまなじりに涙が浮かぶが、それさえも自分のものだと言わんばかりに総士に舐め取られてしまった。同じ口でも、いじわるばかり言うのに、どうしてキスだけは甘いのか不思議でたまらない。

「泣いてるおまえがかわいくてたまらないから、いじめたくなるんだ」

「だから……それがわからないのよ」

　よくわからない理論のはずなのに、胸を揉まれながらキスをされるだけで許してしまいそうになる。思っている以上に、自分もきっと恋をこじらせていたのだろう。

「それに、おまえしかいじめたいと思わないからいいだろう」

「私だって、ケンカしたいのは総士しかいないから」

「お互いの気持ちがここにあるなら、それでいいんじゃないか」

「総士って、本当にバカなんだから……。相手できるのは、私くらいしかいないわね」

「俺が安心してバカになれるのはおまえの前だけだって、ちゃんとわかってるみたいだな」

　その言葉と同時に唇を塞がれてしまえば、勝ち目などあるはずもなく……。だが、総士を受け入れることでありのままの自分を愛してもらえるような気がしていた。

「永遠に愛してる。椿……」

「もう……、えっちなことしながらそういうことを言わないで」

　首筋から下へ下へと降りてきた舌先が、胸のふくらみを上りつめ、赤く尖った乳嘴をもてあそぶ。

「俺の愛撫で甘く蕩けきった椿がたまらなく愛しい」

「あっ……そこっ……」

「こっちも脱がせてほしいみたいだな。俺の淫乱姫」

　総士は勝ち誇った笑みを浮かべてショーツを剥ぎ取り、椿を一糸纏わぬ姿にする。そして、自身もまた、見せつけるようにすべてを脱ぎ捨てた。美しいと思えるほどに逞しい男の身体を直視できずにいると、その腕に強く抱きしめられる。

　どうしようもなくいじわるで傲慢でえっちだと改めて思うが、椿を誰よりも愛してくれるのはほかでもない総士しかいない。

「たっぷり愛してやるよ。椿」

「……っ」

　色気を含んだ甘い声が耳元に響き、卑猥な舌と指が柔肌をなぞって、甘く狂おしい官能を与える。愛されていると思うだけで、すべてが素直にさせられていくような愉悦を全身が享受する。

　下腹部を熱い指先でなぞられ、背中をのけぞらせると総士の首にぎゅっと抱きついた。

「ひゃっ……！」

「こんなに感じるなんて、呆れるほどいやらしいな」

「ちがっ……」

「違わないだろ、こんなにはしたない水音を響かせて」

「総士の……ばかぁ……」

　すでに蜜で潤っている秘めやかな部分からは、くちゅりとした恥ずかしい音が聞こえてきた。

　与えられる快感に夢中になっていると、いつのまにか脚の間に顔を埋めた総士に小さな淫芽を舌でもてあそばれる。

　すでに蜜で潤っている秘めやかな部分からは、くちゅりとした恥ずかしい音が聞こえてくる。耳を塞ぎたくなる音に悶えながら与えられる快感に夢中になっていると、総士の唇がゆっくりと降りてくる。

　やがて、舌先が脚の間に到達し、秘部に顔を埋めた総士に小さな淫芽を舌でもてあそばれる。

「そっ、総士……そこ、だめっ」

「ここを舐められるの、好きじゃなかったっけ？」

「おかしく……なっちゃう」

「もっと、かわいい椿を見せてくれ」

　花芯をねっとりと舐められた衝撃に腰がぴくりと跳ねた。どこかに飛んでいきそうな快楽にシーツを思わずぎゅっと握ると、力強い手のひらを重ねられる。まるで永遠に離さないというような総士の手のひらに安心すると、額にくちづけられた。

「愛してる。俺のかわいい椿姫」

「私も、総士が好き……」

　抱き起こされながらお互いの気持ちを確かめ合った後、膝の上に乗せられてもう一度唇を重ね合わせる。

　お互いのいいところも悪いところも認め合うことが恋なのだと思うと、椿の恋の相手は総士しかいないように思える。心からそう感じた瞬間、総士の肉棒が蜜壺に挿入されて夢心地から一気に現実に引き戻される。

「ふぁ……はぁ……」

　椿の腰を揺らしながらゆっくりとナカを蹂躙する肉茎に翻弄されながら、総士に合わせて旋律を刻む。蕩けそうな快感を与えられる度に彼に抱きついてしまうが、その度に優しく額にくちづけてくれる。

「愛してる……」

「はぁ……んっ……」

「おまえだけを、これからも愛してるよ」

　ナカを穿ってくる灼熱の楔は激しいのに、耳元に届くのは色気を含んだ甘い声だ。

　最奥を突き上げる甘美な愉悦に震えながらも、与えられる激しい快楽に身を委ねる。その上、甘い媚薬のようなキスに溺れて椿の意識が朦朧とする。

「私も……総士を愛してるっ」

「知ってる」

「もう……っ、総士のバカっ」

　照れ隠しのようにそんな言葉を言ってみるものの、キュッと締まった蜜襞を抉るように肉茎を打ちつけられて眩暈を起こす。深い場所で繋がっていると実感しながら、椿の全身は蕩けるような快楽の海に放り出された。

「やっと捕まえたんだから、死ぬまで離さない」

　激しく突き上げられながらその言葉が聞こえ、朦朧とした頭の中で、椿はやっと総士の腕の中が自分の居場所なのだと認識する。

　やっと気づくことのできた総士の優しさに包まれながら、彼が最愛の人で良かったと神様に感謝した。

















エピローグ












「総士！　なんであんたっていっつもそうなのよ！」

「これが俺の性格だってわかってるだろう？」

「会社でセクハラをしないでって何度言えばわかるの？　この変態！」

「おまえは俺の恋人なんだからいいじゃねえか」

　椿が総士と付き合いはじめて三週間が過ぎたにもかかわらず、相変わらずふたりの言い争いは部署内に響いていた。

　総士と恋人になったことを会社でも公言していることもあって、部下たちは温かく見守ってくれている。

（みんなが優しいからって、いくら恋人だとしても、社長が会社でお尻を触ってくるとかありえないからっ）

　百歩譲って誰もいない場所ならちょっとは許す気にもなるのだが、社員がいる場所で恥ずかしげもなく破廉恥なことをしてくるのだから怒りたくもなる。

　そもそも、ふたりきりになるとなおさら臨戦体勢になるのだから、少しは自粛することを覚えてほしい。

「自分のものを触ってなにが悪い？」

「その開き直りをなんとかしてって言ってるの！　触るなら場所を考えてよ」

「ふーん。場所さえ考えたらしていいんだ」

「ばっ、バカっ……」

　色気を含んだセクシーな声で言ってくる総士にドキドキしながらも、それを悟られないようにツンと顔を背ける。こうやって甘い誘惑をしてくるから余計手に負えない。

「これから用事で会社を空けるから、昼休みが終わったら社長室に来てくれ」

「……って、人の話聞いてるの？　もう！」

「すげぇ大事なことだから、聞き逃すと後悔するぞ」

　少年が悪戯に成功したときのように、顔をにやりと歪ませた総士が愛しくてしかたがない。だが、まったく反省をしていないことが見てわかるので、椿も素直になれないのだ。

「沙也たちとお昼に行って、気が向いたら行くわよ」

「それでいい。椿はあいかわらず素直じゃねえもんな」

　考えていることをすっかり見透かされ、椿は悔しくて踵を返すと部署を後にして社員食堂へと向かう。最近は優樹菜も一緒にお昼を食べることが多いので、いまごろは彼女が沙也に遅れた理由を話してくれているだろう。

　そんなことを考えるものの、内心は総士の言葉が気になってしかたなかった。










　社員食堂に行き、沙也たちと合流した途端、どっと疲れが出てきてしまい温かいお茶を飲んでほっこりする。

　どんなに言い争ったとしても、すぐに総士だからしかたないと思ってしまうのが癪に障る。

「あんたたちは、恋人になってもまったく変わらないんだね……」

「今日も部署にケンカする声が響いちゃってましたもん」

「総士が変態だからよ。まったく、いつまでたっても変わらないんだから」

　イライラしながらも、椿はオムライスを口に運ぶ。

「うちの旦那も家に帰ればそんなものだし、どこも同じよ」

「そうですよ。だからそんなに悩まないでください」

「優樹菜の言うとおりだし、自分だけに甘えてくれるんだからそれでいいじゃない」

　微笑みながらそんなことを口にする沙也に内心でそんなものかと思案するものの、付き合う前と状況はまったく変わらないので思い悩む。そう感じるのは自分だけかと思うが、それぞれの相手とのやりとりを聞くとそうでもないようだ。

「椿、思いっきりケンカできる相手ってすごく大事だと思うよ。だから、そのままでいいじゃない」

「私もそう思いますよ。どんなにケンカしてもお互いをちゃんと思い合えるならそれでいいんだと思います」

　ふたりの恋の先輩から励まされて、そんなものかと思いながらもスプーンに口を付けた。










　昼食を食べ終えてから社長室へ行くと、すでに帰ってきていた総士が机に座って資料を見ていた。今朝から大事な用事だと口にしていたので遅くなるかと思っていたが、どうやらそうでもなかったらしい。

「椿、これ…」

「えっ……？」

　包装紙に包まれた小ぶりな箱を渡されて、驚きながら受け取る。包装紙を開いて、中身の赤いビロードの箱を開けるとキラキラと光り輝くダイヤの指輪が入っていた。

　驚いて声も出ない椿を尻目に、総士は指輪を取り出して、椿の左手の薬指にはめた。

「約束の指輪、やっとできたから、受け取ってくれるよな」

「なっ……なっ……！」

「結婚しよう、椿……」

　思いがけない言葉に驚いて涙がこぼれ落ちると、総士に優しく抱きしめられる。こんなプロポーズをされるとは思っていなかっただけに、嬉しくて流れ落ちる雫を止められない。

　どんなにケンカしたって自分だけを愛してくれるのは、この先だって総士しかいない。そう心から実感して抱き寄せられた腕に身を委ねた。

「はい、よろしくお願いします」

「永遠に愛し続けるよ。椿」

「私もずっと総士のことを愛してるんだからね」

　本気でぶつかり合える関係だからこそ、いままでも数え切れないほどケンカをしてきたし、これからだってそれは変わることはないのだろう。だが、お互いの気持ちがひとつならばきっとそのままでいいのだ。

　ようやく、恋の真実にたどり着いた椿は左手でキラキラと光る指輪を眺め、総士と二人で生きていくと心から決意した。





（おわり）
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